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特集：男
ひ と

女がともに輝く
	 	 	 まちづくりを目指して…

（写真：毎年恒例、海岸での通山小学校持久走大会（詳細は５ページ））
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男
ひ と

女がともに輝く
まちづくりを目指して…

「男
ひ と

女がともに輝くまちづくりプラン」は
どこまですすんでいるの ?!

　「志布志市男女 ( ひと ) がともに輝くまちづくりプラン」は、平成 20年度から平成 24年
度までの５ヵ年を計画期間として平成 20年３月に策定し、５つの基本目標、13の重点課題、
35の施策、106 の事業をあげ、取り組んでいます。
　基本目標達成のために具体的な施策と内容、担当課をあげ、男女共同参画の推進状況を客
観的に把握するため、数値による評価が可能な 93 の事業に目標値を設定し、計画の進捗状
況を調査することにしています。
　今回、平成 22 年度の進捗状況の調査を行ったところ、進捗率は 81.9 で、前年度より４％
アップしており、取り組みの成果は着実に現れています。
　ここでは、その具体例の一部をご紹介します。

■　一人ひとりの人権が尊重される社会を目指して
　男女がお互いの人権を尊重して対等な関係を築くためには、一人ひとりが
人権尊重の意識を持つことが大切ですが、男女の社会的地位や経済力の格差、
男尊女卑の気風が大きく影響しており、そのために起こるＤＶ（ドメスティッ
クバイオレンス：配偶者等からの暴力）、セクハラ（性的嫌がらせ）等を根絶
する社会づくりを目指しています。

担 当 課 実 施 事 業 Ｈ 19 年度
策定時数値

Ｈ 2 2 年 度
達 成 数 値

Ｈ 24 年度
目標数値

市民課 特設人権相談の開催 年 12回 年 1 2 回 年 12回
保健課
学校教育課 思春期保健ふれあいセミナーの実施 ２中学校 ２ 中 学 校 ５中学校

企画政策課 ＤＶやセクハラに関する研修会等の開催 年０回 年 １ 回 年１回

■　性別役割分担意識を解消するために　
　「男だから」「女だから」と性別で役割を決めてしまってはいませんか？
　性別による固定的な役割分担意識から生じている慣習やしきたりなどに
よって、活動の中心がどちらかに偏ってはいないでしょうか？　男女共同参画
の視点からそれを見直し、性別にとらわれない環境づくりを目指しています。

担 当 課 実 施 事 業 Ｈ 19 年度
策定時数値

Ｈ 2 2 年 度
達 成 数 値

Ｈ 24 年度
目標数値

生涯学習課
キャリアアップセミナー等として

市民大学講座の開催 年間 17回 年 間 1 5 回 年間 17回

男性を対象にした家事・育児講座等の開催 ８回 1 0 回 10 回
企画政策課 女性リーダーを育成するための講座の開催 年間１回 年 間 ２ 回 年間３回

■　�女性の意見やアイディアを様々な審議会や委員会などへ反映
するために

　女性の社会進出が進んでいますが、依然として政策決定の場や自治組織等
の方針の場では女性の参画が少ない状況です。女性の参画を積極的に進めよ
うと意識している人が少ないことや女性側の関心や積極性が十分でないこと
などがあるようです。

担 当 課 実 施 事 業 Ｈ 19 年度
策定時数値

Ｈ 2 2 年 度
達 成 数 値

Ｈ 24 年度
目標数値

企画政策課 各種審議会における女性登用率の向上 27.8％ 2 8 . 4 ％ 32％
総務課 自治会等における女性登用率の向上 5.6％ 5 . 9 % 10%

生涯学習課 ＰＴＡ等における女性登用率の向上 53.5％ 3 9 . 1 % 53.5%

　「男女共同参画社会」は、「男性」「女性」という性別にとらわれず、対等
な立場でその個性と能力を十分に発揮することができる社会を目指していま
す。市では「志布志市男女がともに輝くまちづくりプラン」をもとに、様々
な項目の目標数値を設定し、その実現のために事業を実施しています。

特集



第１回（１月 15日）

武井　美智子　先生

「�ＤＶの実態と支援者自身
のメンタルヘルス」
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ドメスティック・バイオレンスのない社会を目指して

ドメスティック・バイオレンス被害者支援講座

志布志市のＤＶ相談の実態

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人等の間で行われる暴力のことで、
身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、子どもを巻き込んだ暴力、経済的暴力、社会的隔離が
あり、志布志市で開催している女性相談室や専用フリーダイヤルへの相談が増加しています。

　平成 19 年度、企画政策課内に「女性支援
対策室」が設置されてから、悩みや問題を抱
える女性から「女性相談室」「相談専用フリー
ダイヤル」への相談に応じています。特に
DV 相談は、左のグラフのとおり増加してお
り、内容的にも複雑化、深刻化してきており
ます。DV に苦しんでいる被害者の皆さんを
迅速に、安全に支援できるように福祉課、保
健課、福祉事務所、警察署などと連携しなが
ら取り組んでいます。0
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を開催しました

　「ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」被害者の実態や、支援
の方法などを学ぶために 20 名の受講生が集い、武井内科クリニッ
ク院長で「こころのサポートアミ」代表理事の武井美智子先生と、
臨床心理士の豊倉怜奈先生の 2回シリーズで講座を開催しました。
　第１回目の講座では、ＤＶと身心疾患、ストレスとの関係、ＤＶ
の具体例の説明を聞き、受講生からもたくさんの質問がありました。
　第２回目の講座では、ＤＶ被害者をどう支援していけばよいのか、
具体的な支援方法や支援者自身がストレスを抱え込まないようにす
るためにはどのような方法があるかなどを学びました。
　２回の講演を通じて、受講生からは「ＤＶについて認識が甘かっ
た」「本当に苦しんでいる人達がいることがわかった」などの感想
が聞かれました。
　暴力に苦しんでいる被害者が少しでも早く笑顔を取り戻せるよう
に行政だけではなく、市民といっしょになってＤＶ被害者を支援で
きる体制をつくれるよう、今後も検討していきたいと思います。

第２回（２月５日）

豊倉　怜奈　先生

「ＤＶ被害者支援の実態
～二次被害予防も含めて～」

真剣に聞き入る受講生の皆さん

「いちの会」会長
川畑充子さん

　地域おこしのために平成 17
年に会を設立し、昭和通り商店
街に「げんき市」をオープンし

てから 6年目に入ろうとしています。
　現在、会員が 25 人、毎週金、土曜日に開く「げん
き市」の店番をボランティアで行っています。出品
者の手数料のみで運営しているため、市を充実させ
るための設備投資ができないなど経済的に厳しい面
もありますが、決まった商品を目当てに来るお客様
がいたり、地元の人の語らいの場としても活用して
いただき、会員もやりがいをもって活動しています。
　会員のほとんどは、生涯学習や他のボランティア
など、多方面で活躍している人が多いため、毎月の
店番スケジュールを組むのも一苦労ですが、それだ
け皆さんが輝いている証拠であると考えています。
　女性がボランティアや趣味の時間を充実させるに
は、特に子育て中の場合、家事等への男性の協力が
不可欠です。そのような家庭づくりの下、若い女性
や、現在 1人しかいない男性会員が増えて、
男女ともに輝ける会にしていきたいです。

「ひまわり会」会長
濵田りえ子さん（有明小学校校長）

　ひまわり会は、市内小中学校
の女性管理職（校長、教頭）で
構成された会で、平成 19 年に
設立されました。
　平成 22 年度現在、県内公立小中学校の女性管理
職数は 142 人。その内、曽於地区には 17 人、さら
にその中の 10 人が志布志市内の小中学校に赴任し
ていることからも、男女共同参画に対する市教育委
員会の積極的な取り組みが伺えます。
　そうした取り組みの効果があるからか、女性の校
長、教頭の登用について、仕事や地域との関わりの
中でも、「女だから」、「校長は男の方が良い」とい
うような差別的な扱いや意識を感じることはありま
せん。むしろ、男女共同参画に対する意識の高さを
感じて毎日過ごしています。
　男性の良さ、女性の良さがバランスよく混ざるこ
とで、教育の世界もより良いものになっていくと考
えています。県内でも高い女性管理職登用率を誇る

志布志市が、これからもその先駆けとして
他の市町村の手本となるよう、会としても
情報を発信していきたいと思います。

家族経営協定を結んでいる農家
畑山豊子さん

　農業では、経営方針や意思決定など、全てにおい
て男性が仕切り、女性が後から付いて行くことが主
流となっていて、夫婦の立場が決して対等とは言え
ないのが現状です。
　そうした状況を改善し、男女が対等な立場で経営
に参画できるように、「家族経営協定」を結ぶ農家
が増えてきています。
　お茶と人参の栽培をしていますが、夫が勤めに出
ていた頃は、もっぱら一人で営農を行っていました。
３年前の退職を機に夫婦で専業農家となる際に「家
族経営協定」を結び、労働条件や家庭の様々なこと
で取り決めを行って、協力して農業を営んでいます。
　農作業に関わらす、男女や個人の向き不向きはあ
りますし、互いに補う事で良いバランスが保てます。
　大切なのは、男女が対等な立場で話し合える関係

でいることだと思います。協定
という書面に残すことで、そう
した男女の意識を変えることに
効果的です。男女共同参画が農
業の世界でもさらに浸透してい
くことを願っています。

夫婦で協力して家事をこなしています
　樽口勝彦さん

　10 歳と２歳の子どもがいる我が家では、子ども
の送り迎えはもちろん、洗濯や料理などの家事や育
児を夫婦で協力して行っています。
　共働きである、というのも理由の一つですが、県
外からやってきた妻にとって、慣れない土地の生活
はそれだけでストレスも掛かることですし、趣味の
時間を持たせるなど、負担を軽減させたいという気
持ちもありました。また、一方で私も趣味の時間を
持ちたいですし、どちらか片方だけに押し付ける訳
にはいかないと考えています。
　私の職場でも、家事や育児をする同僚男性は少な
くありませんし、会社も協力的です。以前よりも、
夫婦一緒にしようという雰囲気が、この地域に根差
しているように感じます。
　昔気質の人は、男性が家事や育児をすることに抵
抗があるかもしれませんが、やっ
てみると意外と興味が湧いて来
るものです。「～しなきゃいけな
い」とは考えず、出来ることか
ら少しずつ手伝って、楽しんで
家事に挑戦してもらいたいです。

男女が
ともに輝くために
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「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
「
難
し
そ
う
」「
言

葉
が
堅
苦
し
い
」「
男
性
に
不
利
な
政
策
」な
ど
と
い
っ

た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
が
ま
だ
ま
だ
多

い
の
が
実
情
で
す
。

　

特
に
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」「
女
は
男
に
従
う

べ
き
」
と
い
っ
た
風
潮
が
強
い
中
、「
男
性
が
家
事
や

育
児
を
す
る
な
ん
て
、
女
性
が
表
舞
台
に
出
る
な
ん

て
世
の
中
も
変
わ
っ
た
も
の
だ
。」
と
思
わ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、そ
の
よ
う
な「
男

性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
的
役
割
分

担
意
識
に
よ
っ
て
不
平
等
感
を
感
じ
た
り
、
悩
み
を

抱
え
て
い
る
人
達
も
多
い
の
で
す
。

　

家
庭
に
お
け
る
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
の
負
担

割
合
が
圧
倒
的
に
女
性
に
偏
っ
て
い
る
場
合
が
多
い

た
め
、
性
別
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の

家
事
や
育
児
な
ど
を
家
族
み
ん
な
で
分
担
す
れ
ば
、

女
性
も
男
性
も
仕
事
と
家
庭
生
活
を
調
和
さ
せ
る
こ

と
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
が
で
き
、
家

族
の
ゆ
と
り
も
生
ま
れ
、
男
性
も
女
性
も
人
生
を
も
っ

と
豊
か
な
も
の
に
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
女
性
は
男
性
よ
り
三
歩
下
が
っ
て
、
そ

の
後
ろ
姿
ば
か
り
見
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
お
互
い
に
、
心
か
ら
大
事
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
同
じ
位
置
に
並
ん
で
、
同
じ
景
色

を
み
て
、
同
じ
歩
幅
で
歩
い
て
行
け
る
社
会
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

企画政策課　女性支援対策室
　女性支援相談室　３月 16 日（水）新橋地区公民館、４月６日（水）志布志支所（各 13：00 ～ 17：00）

☎専用フリーダイヤル�０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

【団体名】　ＪＡあおぞら女性部
【会員数】　504 名
【代表者】　竹下　順子（たけした　よりこ）

■設立目的
　JAあおぞら女性部では、JA運動に基づく組織活動を通じて、
地域との交流と食農教育・食文化の伝承を広める活動を目指し
ています。
■活動内容
☆	中央趣味サークル…月２回
　（大正琴・カラオケ教室・フラダンス教室・クラフト教室）
☆	スポーツ大会…年１回（グラウンドゴルフ大会）
☆	ふれ愛の日…年１回（敬老の日に合わせて女性部手作りの
　品を贈り、88 歳以上の方を地域でお祝いします。）
☆	伝承活動…食の伝承を大切にし、昔ながらの食を受け継ぐ
　活動をしています。

 

グループ紹介 
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神
奈
川
県
警
察
に
勤
務
し
て
い
た
時
、

私
の
血
液
は
、
子
供
へ
の
輸
血
に
適
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
横
浜
こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
で
の
大
手
術
が
行
な
わ
れ
る

場
合
、
献
血
の
呼
び
出
し
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
献
血
の
回
数
が
１
０
０

回
を
超
え
た
あ
る
時
、
血
液
成
分
の
数
値

に
異
常
が
あ
る
と
知
ら
さ
れ
、
病
院
で
精

密
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
難
病

で
あ
る
事
が
判
明
し
、
一
早
く
、
処
置
で

き
、
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
、
私
の

献
血
を
受
け
た
子
供
達
に
、
命
を
助
け
ら

れ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
野
菜
作
り
が
好
き
で
、
神
奈
川

県
に
い
た
時
は
、
家
庭
菜
園
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
志
布
志
町
農
業

公
社
で
、
研
修
生
を
募
集
し
て
い
る
事
を

知
り
妻
と
相
談
、
一
代
決
心
を
し
て
、
警

察
を
退
職
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
志
布
志

に
移
住
し
、
夢
と
不
安
が
渦
巻
き
な
が

ら
、
脱
サ
ラ
農
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

2
年
間
研
修
を
受
け
、
卒
業
後
、
志
布

志
町
田
之
浦
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
、

八
年
間
、
ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
二
年
前
、
ガ
ン
が
発

見
さ
れ
、
自
分
の
体
の
為
に
、
農
薬
や
化

学
肥
料
を
一
切
使
わ
な
い
、
野
菜
作
り
を

始
め
ま
し
た
。
食
べ
て
も
ら
っ
た
方
々
の

評
判
も
良
く
、
野
菜
嫌
い
の
子
供
で
も
、

私
の
作
っ
た
野
菜
な
ら
、
喜
ん
で
食
べ
て

く
れ
る
と
、
言
っ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

幸
せ
で
す
。
少
し
は
子
供
達
へ
の
恩
返
し

が
出
来
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な

い
と
、
収
量
が
減
る
上
、
手
間
も
か
か
り
、

さ
ら
に
は
、
生
産
コ
ス
ト
も
高
く
な
っ
て

し
ま
い
、
野
菜
の
売
り
上
げ
だ
け
で
は
、

生
活
で
き
な
い
の
が
現
実
で
す
。
私
が

作
っ
た
野
菜
に
は
、
虫
が
い
た
り
、
虫
に

食
べ
ら
れ
た
穴
が
空
い
て
い
る
事
を
、
皆

様
に
は
御
理
解
し
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
、

価
格
で
の
御
協
力
な
く
し
て
は
、
野
菜
作

り
は
、
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、野
菜
以
外
に
、卵
ア
レ
ル
ギ
ー

の
子
供
で
も
、食
べ
ら
れ
る
卵
を
生
産
し
、

販
売
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
志
布
志
市
内
で
は
、
四
店
舗

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
私
の
野
菜
を
食
べ
て

い
た
だ
け
る
他
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
、
横
内
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま
す
。　

私
の
わ
が
ま
ま
で
始
め
た
農
業
で
す
が
、

安
心
・
安
全
な
野
菜
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
、
横
内
野
菜
を
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
「
美
味
し
い
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
は
と
て
も
幸
せ
で

す
。

夢
を
追
っ
て
志
布
志
、
そ
し
て
・
・
・

　今回は、志布志町で有機農業に取
り組まれている横内さんご夫妻に話
を伺いました。

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
へ

～
耕

た
が
や
し
び
と人

～

平成 23年度は
ア ン ケ ー ト 調 査 に ご 協 力 を！
　これまでの男女共同参画プランの評価と平成 25 年からのプラン改訂、Ｄ
Ｖ被害者支援計画書策定の参考資料にするために、市民の皆様 2,000 人を
対象に「男女共同参画に関する住民意識調査」を、今年の夏頃に実施する
予定です。
　皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

　

こ
の
度
、
JA
バ
ン
ク
の
全
国
統

一
電
算
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
更
改

等
に
伴
い
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
「
志

布
志
市
役
所
本
庁
舎
内
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
定
の
期
間
、
休
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
休
止
期
間

　

５
月
３
日（
火
）～
６
月
26
日（
日
）

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

５
月
６
日
（
金
）
以
降
は
、Ａ
コ
ー

プ
あ
お
ぞ
ら
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※	

５
月
３
日
、
４
日
、
５
日
は
、
JA

バ
ン
ク
全
て
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
一
時

休
止
と
な
り
ま
す
。

※	

JA
・
店
舗
・
提
携
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
、
ご
利
用
可
能
日
、
ご
利

用
可
能
時
間
及
び
ご
利
用
可
能

サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
JA
窓
口
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

JA
あ
お
ぞ
ら　

貯
金
為
替
課

　

℡
４
７
４
―
２
４
６
１

志布志市役所本庁舎内ＡＴＭ　休止のお知らせ
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あなたも私も、いっしょに並んで
同じ歩幅で歩いていける社会に…



9　市報しぶし■ 2011.3 2011.3 ■市報しぶし　8

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
学
び
の
出
会
い　

広

が
る
感
動　

輝
く
笑
顔
」
の
も
と
、
平
成
22

年
度
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
２
月
19

日
・
20
日
の
日
程
で
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。19
日
の
生
涯
学
習
推
進
大
会
は
、

市
の
歌
「
フ
ロ
ム
志
布
志
」
に
振
り
を
付
け

た
健
康
体
操
「
フ
ロ
ム
志
布
志
元
気
ア
ッ
プ

体
操
」
で
幕
を
開
け
、
教
育
功
労
者
や
23
人

の
子
ほ
め
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
習
発
表
で
は
、子
ほ
め
表
彰
者
の
発
表
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
発
表
や

海
外
研
修
の
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、
小
中
学
校
学
習
発
表
と

し
て
、
松
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
奏

と
八
野
小
学
校
全
児
童
の
呼
び
か
け
と
合
唱

が
行
わ
れ
、
生
涯
学
習
講
座
か
ら
は
、
志
布

志
地
区
の
三
味
線
講
座
と
民
謡
講
座
が
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
生
涯
学
習
講
演
会
で

は
、
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
の
文
化
財

調
査
官
・
本
間
暁
さ
ん
に
よ
る
「
天
然
記
念

物
と
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
科
植
物
」、
鹿
児
島
県

立
博
物
館
の
主
任
学
芸
主
事
・
寺
田
仁
志
さ

ん
に
よ
る
「
志
布
志
の
す
ご
い
自
然
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
展

示
発
表
や
舞
台
で
生
涯
学
習
講
座
で
学
ん
だ

一
年
間
の
学
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
第
２
回
志
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
式
、
つ
け
も
の
名
人
コ
ン
ク
ー
ル
・
笑
顔

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
な
ど
、
舞
台
と

客
席
が
一
体
と
な
り
、
楽
し
い
生
涯
学
習
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

軽快な音楽に乗せた琉球舞踊

かわいい 一生懸命作りました！ 口は閉じたままかな？ 技が冴えた合気道演武

長年の功績に感謝 志エッセイ入賞者の皆さん

バザーは今年も大盛況‼

２人の息もバッチリ！ 大迫力の力作です‼

南国の暖かさが伝わりました 教育功労者の表彰 子ほめ表彰者の発表 一人ひとりに賞状とメダルが渡されました

体験したことを発表しました 講演を行った本間さん（左）と寺田さん（右） 力いっぱいの合唱に感動しました！

～学びの出会い　広がる感動　輝く笑顔～

平成22年度　生涯学習フェスティバル

会場を笑いの渦に包みこんだ「おもしろ舞踊」 ウドンがあと１つよ～　名物おふくろ亭 フラガール登場！ ハリのある声を響かせました Ｌｅｔ ’ ｓ　Ｓｗｉｎｇ‼ 凛々しい三味線演奏

勇ましい踊りを披露しました

全国から 1,862 通の応募がありました

フロム志布志元気アップ体操
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  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「若い人に贈る読書のすすめ」

今月のテーマ図書
「はるのえほん」

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

一冊の本があなたの人生を変える！　本との出会いを求めて図書館へ行こう‼

おはなし会へ出かけよう！
本館　　　　３月 26 日（土）午後２時～
松山分館　　３月 26 日（土）午後２時～

有明分館　　３月 12 日（土）午前 10 時～
志布志分館　３月 12 日（土）午前 10 時 30 分～
安楽分館　　３月 12 日（土）午前 10 時 30 分～

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」
※子どもの感性をみがき、創造性を高め、読解力をはぐくむために本を読む習慣を身につけさせましょう！

休館日カレンダー（本館）
 March　３月

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

   April　4 月
日 月 火 水 木 金 土

１ 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

図 書 館

情

報
■ 休館日（本館及び各分館・移動

図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜 ○

○

○
○

○

新刊案内
■「日本の地名～６０の謎の地名を追って～」

筒井　功　著
　日本の地名は意味不明のもの
だらけである。その困難な地名の
森に分け入り、あえて難読地名を
中心に、朝鮮語やアイヌ語に安易
に寄りかからず、地形などを重視
して、ていねいにその語源と分布
状況を探る、画期的な書。

■「夢で逢いましょう」
藤田　宜永　著

　十数年ぶりに再会した幼馴染
３人組。定年退職した昌二、現
役の探偵・三郎、そして陰のあ
る誠一郎が還暦を迎えて探し
求めたものとは？ノスタルジッ
ク・ミステリー。「週刊ポスト」
連載に加筆改稿して単行本化。

○
○

○

図書館まつりに 2,300 人来場‼
　「みんなで図書館まつりに行こう」をテーマに２月
19 日、20 日の２日間、生涯学習フェスティバルの一環
として 2,300 人が来場し、「図書館まつり」が開催され
ました。
　19 日は、読書感想文・感想画コンクールの表彰式が
行われ、64 人の特選の児童、生徒に賞状と記念品が贈
られました。そのあと、ボランティアグループ「かみ
ふうせん」や「おはなしじんべいさん」、読書指導員な
どによる大型紙芝居や腹話術、エプロンシアター、人形劇などのおはなし会が行われました。

　また、20 日は小雨が降る中、雑誌や週刊誌、古い書籍など
が 50 円以下で買える「ブックマーケット」や、一冊の本と
の出会いを求めて、志布志書店組合や市民が出店参加した「一
箱古本市」が行われました。
　「一箱古本市」での売上金、3,290 円は、昨年 10 月の奄美
豪雨災害で被災した奄美市住用町図書館の図書購入に役立て
欲しいと、館内に設置してある募金箱にご寄附いただきまし
た。
　温かい志、ありがとうございました。

テニスコートに照明設備が整備されました
　城山総合公園内のテニスコートに念願であった照明設備が完成しました。
　この照明施設は、サッカーくじの収益を財源にしたスポーツ振興くじ助
成金を受けて整備したものです。
　健康づくりやテニスの上達のため、どうぞ利用ください！
　◆利用開始　　　平成 23年４月１日～
　◆使用料　　　　１面１時間当たり４００円（別途コート使用料要）
　◆問い合わせ先　城山総合公園体育館　
　　　　　　　　　℡４８７－２１１１（内線２９１）
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あ
り
が
と
う
八
野
さ
ん
‼

　

八
野
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
へ
、
大

阪
市
在
住
の
「
八
野
さ
ん
」
か
ら
、
文
房

具
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

八
野
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自

分
の
姓
と
同
じ
八
野
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
つ
け
て
そ
の
閉
校
を
知
り
、
昨

年
末
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
た
こ
と
か
ら

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
自

身
も
病
気
療
養
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
子
ど
も
達
か
ら
の
お
礼
の
手
紙

を
読
ん
で
元
気
を
も
ら
っ
た
と
大
変
喜

び
、
そ
の
お
礼
と
し
て
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
送
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

贈
ら
れ
た
鉛
筆
・
消
し
ゴ
ム
や
ノ
ー
ト
を

手
に
、
皆
さ
ん
は
八
野
さ
ん
に
感
謝
し
な
が

ら
、
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

いつか会えるといいね！

長
寿
会
の
皆
さ
ん
と
ダ
ゴ
づ
く
り

　

２
月
４
日
、
田
之
浦
小
学
校
で
ダ
ゴ
祭

り
に
奉
納
す
る
「
ダ
ゴ
花
」
作
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
長
寿
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
行
わ

れ
た
ダ
ゴ
花
作
り
は
、
ま
ず
前
日
に
同
会

男
性
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
ダ
ゴ
を
刺
す
串

の
部
分
を
作
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
こ

に
同
会
女
性
会
員
と
作
っ
た
紅
白
の
ダ
ゴ

や
漬
物
な
ど
を
刺
し
て
行
き
ま
す
。
最
後

に
、
奉
納
用
の
つ
と

3

3

に
次
々
と
ダ
ゴ
花
や

季
節
の
花
な
ど
を
挿
し
、
子
ど
も
達
が
願

い
事
を
書
い
た
短
冊
を
飾
っ
て
完
成
し
ま

し
た
。

　

３
年
生
の
大
原
拓
真
さ
ん
は
、「
串
の

（
葉
っ
ぱ
に
摸
し
た
）
ヒ
ラ
ヒ
ラ
を
作
る

の
が
難
し
か
っ
た
。
祭
が
楽
し
み
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

立派な「ダゴ花」ができました
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田
之
浦
山
宮
神
社
ダ
ゴ
祭
り

　

２
月
6
日
、
志
布
志
町
の
田
之
浦
山
宮

神
社
で
県
内
で
一
番
早
い
春
祭
り
と
い
わ

れ
る
「
ダ
ゴ
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
願
す

る
農
耕
の
祭
り
（
予
祝
行
事
）
で
、
現
在

は
毎
年
２
月
の
第
１
日
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
て
、
平
成
３
年
に
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。「
ダ
ゴ

花
」
の
ダ
ゴ
を
食
べ
る
と
、
１
年
間
無
病

息
災
に
過
ご
せ
る
と
い
わ
れ
、
祭
り
の
終

盤
に
あ
る
争
奪
戦
は
、
見
所
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
同
校
区
の
10
自
治
会
と
田
之

浦
小
学
校
、
田
之
浦
中
学
校
の
計
12
本
の

稲
穂
に
見
立
て
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
ダ

ゴ
花
が
社
殿
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
殿
前
の
広
場
で
は
神
舞
が
奉

納
さ
れ
、
勇
壮
な
「
鬼
神
舞
」
や
田
の
神

と
田
吾
作
と
の
滑
稽
な
や
り
取
り
が
観
客

の
笑
い
を
誘
う
「
田
の
神
舞
」
な
ど
が
、

観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

神
舞
が
終
わ
る
と
、
飾
ら
れ
て
い
た
ダ

ゴ
花
が
境
内
に
運
ば
れ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
争
奪
戦
の
開
始
。
多
く
の
来
場
者
が

我
先
に
と
手
を
伸
ば
す
と
、
12
本
の
ダ
ゴ

花
は
瞬
く
間
に
そ
の
姿
を
消
し
、
ダ
ゴ
花

を
手
に
し
た
皆
さ
ん
は
満
足
そ
う
な
笑
顔

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

鮮やかに彩られた「ダゴ花」

激しい「ダゴ花」争奪戦！（写真提供：川崎恵夫さん）

安
楽
山
宮
神
社
春
祭
り

　

ダ
ゴ
祭
か
ら
1
週
間
後
、
2
月
12
日
か

ら
13
日
の
日
程
で
、
志
布
志
町
安
楽
の
山

宮
神
社
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
春
に
そ
の
年
の
豊
作
や
無
病
息
災
を

願
う
同
祭
。
一
連
の
芸
能
は
、
昭
和
37
年

に
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

12
日
は
、
山
宮
神
社
で
10
歳
の
男
子
が

扮
す
る
「
検
非
違
使
」
が
見
守
る
中
、
お

田
植
行
事
や
田
の
神
の
参
拝
な
ど
の
神
事

が
執
り
行
わ
れ
、
境
内
で
正
月
踊
り
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
り
を
終
え
た

正
月
踊
り
の
皆
さ
ん
は
、
翌
日
ま
で
安
楽

地
区
内
を
巡
る
「
庭
回
い
」
を
行
い
、
９

つ
の
自
治
会
で
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

翌
13
日
は
、
安
楽
神
社
へ
と
場
所
を
移

し
て
「
打
植
祭
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で

「
田
打
ち
」「
牛
使
い
」「
種
蒔
き
」「
田
植

え
舞
」「
田
の
神
参
拝
」
等
の
あ
と
、
名

物
の「
カ
ギ
ヒ
キ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
カ

ギ
ヒ
キ
」
は
、
6
人
の
青
年
が
上
下
２
組

に
分
か
れ
て
カ
ギ
の
付
い
た
木
を
引
き
合

う
も
の
で
、ど
ち
ら
が
勝
つ
か
に
よ
っ
て
、

そ
の
年
の
「
豊
漁
」・「
豊
作
」
を
占
う
も

の
で
す
。
ま
た
、
祭
り
の
最
後
に
は
正
月

踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
2
日
間
、
地
域
は
春
祭
り
一
色
に

な
り
、多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

迫力満点のカギヒキ！

軽快な正月踊り（写真提供：山下宗藏さん）

志
布
志
町
各
種
女
性
大
会
で
交
流

　

２
月
６
日
、
志
布
志
町
各
種
女
性
大
会

が
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
ふ

れ
あ
い
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

行
っ
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
約
２
０
０
名
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
午
前
中
は
、
藤
川
幸
之
助
さ
ん
の

講
演
「
支
え
る
側
が
支
え
ら
れ
る
と
き
～

認
知
症
の
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
を

傾
聴
し
、
藤
川
さ
ん
の
介
護
体
験
の
講
話

に
会
場
中
が
涙
し
、
そ
し
て
生
き
る
力
を

頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
女
性
大
会
に
集
ま
っ
た

各
種
女
性
団
体
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

行
っ
て
親
睦
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
広
場
は

終
始
明
る
い
笑
い
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。

平
成
22
年
度
お
お
す
み
植
樹
祭

　

1
月
29
日
、
有
明
開
田
の
里
公
園
で
お

お
す
み
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
参

加
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

緑
化
意
識
の
高
揚
と
地
域
林
業
の
振
興

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
同
イ
ベ
ン

ト
。
式
典
で
は
、
森
林
・
林
業
・
緑
化
功

労
者
の
ほ
か
、
学
校
活
動
や
事
業
所
等
の

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
に
対
し
て
表
彰

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、温
暖
化
防
止
や
林
業
・

木
材
産
業
の
再
生
な
ど
を
謳
っ
た
「
お
お

す
み
植
樹
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
同
公
園
内
に
整
備
さ
れ
た

ス
ペ
ー
ス
で
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
植
樹

が
行
わ
れ
、
す
も
も
・
プ
ラ
ム
等
の
苗
が
、

皆
さ
ん
の
手
で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

大きく育つといいね！

互いに親睦を深めました

一 足 早 い 春 の 訪 れ
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海
岸
で
恒
例
の
持
久
走
大
会

　

２
月
16
日
、
通
山
海
岸
で
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
、
通
山
小
学
校
の
持
久
走
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
最
も
海
辺
に
近
い
学
校
で
あ
る

同
校
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
の
保
護
や
放

流
、
海
岸
の
清
掃
な
ど
、
海
辺
を
舞
台
に

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
て
、
海
岸

を
コ
ー
ス
に
し
た
持
久
走
大
会
も
約
20
年

前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
別
に
ス
タ
ー
ト
し
た
皆
さ
ん

は
、
波
に
時
折
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
、
波

打
ち
際
を
元
気
よ
く
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
井
上
咲し

ょ
う
か花

さ
ん
は
「
キ
ツ
か

っ
た
け
ど
、
靴
に
砂
が
入
っ
た
り
濡
れ
な

が
ら
一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

もう少しでゴールだ‼

蓬
原
小
で
２
分
の
１
成
人
式

　

２
月
11
日
、
蓬
原
青
少
年
館
で
蓬
原
小

学
校
の
４
年
生
を
対
象
と
し
た
、
２
分
の

１
成
人
式
が
同
校
区
公
民
館
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

祝
辞
や
３
年
生
か
ら
の
合
奏
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
贈
ら
れ
た
式
で
は
、
子
ど
も
達
が
両

親
に
対
し
、
10
年
間
大
切
に
育
て
て
く
れ
た

お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

原
口
幸
作
さ
ん
が
「
お
母
さ
ん
、
今
ま

で
10
年
間
愛
し
続
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。」
と
声
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
も
最
後

ま
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
ほ
か
、

感
極
ま
っ
て
泣
き
出
す
子
が
続
出
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
後
に
お
母
さ
ん
が
そ
っ
と
抱
き

寄
せ
た
り
と
、
親
子
の
絆
の
強
さ
を
感
じ

さ
せ
る
、
感
動
的
な
２
分
の
１
成
人
式
と

な
り
ま
し
た
。

今まで育ててくれてありがとう！

エレクトーン大会で連続金賞

　１月 22 日、福岡県の Zepp 福岡
で行われたエレクトーンステージ						
九州大会に、島津楽器代表チーム「Ｓ
ＴＯＲＭ」が出場、	金賞を受賞しま
した。
　大崎町出身の竹元篤志さん、上野
恵大さん、市内宇都中 3年生の西髙
寿紀さん、志布志中 3年生の佐藤慶
法さんで構成された同チームは、息
つく間もない高速ビートジャズのパ
フォーマンスで会場を沸かせ、昨年
に続く連続受賞を達成しました。

ＳＴＯＲＭの皆さん（右から佐藤さんと西髙さん）
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会
を
は
じ
め
、
市
を
挙
げ
て
送
り
出
し
た

「
背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
は
、
そ
の
い
ず

れ
も
1
位
を
獲
得
し
、
特
別
賞
も
受
賞
す

る
と
い
う
完
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

後
日
、
開
発
の
中
心
と
な
っ
た
飲
食
店

「
丼
や
和
華
」
の
田
浦
久
子
さ
ん
と
市
商

工
会
の
武
田
公
洋
さ
ん
が
優
勝
報
告
に
来

庁
し
、
武
田
さ
ん
は
「
雪
に
見
舞
わ
れ
る

な
ど
、
本
大
会
の
2
日
間
を
乗
り
越
え
る

の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
優
勝
で
き
て
大
変

嬉
し
い
。
多
く
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
ま

ち
ぐ
る
み
で
勝
ち
取
っ
た
賞
で
す
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　

大
会
後
、
商
工
会
で
は
「
背
白
ち
り
め

ん
三
昧
祭
り
」
と
銘
打
ち
、
市
内
の
飲
食

店
24
店
舗
で
さ
ま
ざ
ま
な
背
白
ち
り
め
ん

料
理
を
提
供
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
、
市
外
県
外
か
ら
も
多
く
の
来
客
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｓ
‐
１
優
勝
を
機
に
注
目
さ

れ
て
い
る
背
白
ち
り
め
ん
グ
ル
メ
の
取
り

組
み
が
、
今
後
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

っ
て
い
く
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

優勝報告をした武田さんと田浦さん

　

２
月
12
日
か
ら
13
日

の
日
程
で
、
鹿
児
島
市

の
か
ご
し
ま
県
民
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
「
Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ

リ
」
本
大
会
で
、
志
布

志
中
央
商
店
街
の
「
背

白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」

が
、
見
事
、
初
代
グ
ラ

ン
プ
リ
の
座
に
輝
き
ま

し
た
。

　

県
内
の
商
店
街
グ
ル
メ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
決
定
す
る
た
め
に
昨
年
10
月
か
ら
開
催

さ
れ
た
「
Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
県

内
8
か
所
で
開
催
さ
れ
た
地
方
大
会
で
の

得
票
率
と
本
大
会
の
得
票
数
で
優
勝
を
決

め
る
も
の
で
、
本
大
会
前
の
2
月
9
日
に

サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
内
で
出
陣
式

と
試
食
会
を
開
催
し
、
当
日
は
無
料
送
迎

バ
ス
で
応
援
ツ
ア
ー
を
組
む
な
ど
、
商
工

学校に雑巾、タオルの寄附

　１月 31 日、市老人クラブ（牧一
馬会長）から、志布志地区内の小中
学校に対して、雑巾やタオル等の寄
附をいただきました。
　同クラブは社会貢献活動の一環と
して「ひとり 1枚雑巾運動」を以前
から行っていて、会員に呼びかけて
雑巾やタオルの寄附を募り、年に１
～ 2 回、数にして７００～８００
枚の寄附を続けています。
　毎年、心のこもったプレゼントを
ありがとうございます。

温かい志に感謝いたします

野井倉開田の偉業に触れる

　２月 13 日、有明校区公民館と有明
小学校ＰＴＡの共催で、野井倉開田
の隧道（水路）探検が行われました。
　畑作しかできなかった野井倉地区
に水路を開設し、稲作ができる開田
事業を成し遂げた先人の偉業に触れ
ようと参加した皆さんは、隧道の約
半分の６㎞を歩いて踏査しました。
　有明小２年の猜野優人さんは「岩
をつるはしで削ったあとがそのまま
残っていて、昔の人の大変さに感動
した」と感想を話してくれました。

先人の苦労や功績を肌で感じました

コミュニティづくり優良団体表彰受賞

　２月４日、県共生・協働型地域コ
ミュニティづくり推進優良団体表彰
式がかごしま県民交流センターで行
われ、尾野見地区ふるさとづくり委
員会が奨励賞を受賞しました。
　共生・協働の地域づくりの優れた
実践活動を続けている団体を顕彰す
るもので、委員長の中島新互さん
は、「これまでの活動が認められて
大変嬉しい。受賞を励みに、今後も
地域一体となって活動を続けていき
たい」と語りました。

表彰報告に来庁した中西浩二広報部長

祝！Ｓ－１グランプリ
完 全 制 覇 ‼

九
州
大
会
で
好
成
績

　

2
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
福
岡
県

の
福
岡
市
立
総
合
西
市
民
プ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
第
31
回
九
州
カ
ッ
プ
水
泳
競
技
大

会
に
、志
布
志
高
校
1
年
生
の
山
口
観
弘
、

宇
都
中
学
校
2
年
生
の
立
山
颯
大
さ
ん
、

志
布
志
中
学
校
2
年
生
の
安
田
雄
生
さ
ん

（
い
ず
れ
も
志
布
志
Ｄ
Ｃ
所
属
）
が
出
場

し
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
で
立
山
さ
ん
は
13
～
14

歳
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形
で
12
年
振
り
の

記
録
更
新
、
山
口
選
手
は
15
～
16
歳
男
子

の
部
で
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

右から山口さん、立山さん、安田さん

背白ちりめん三昧丼

テントの前は長蛇の列ができるほどの大盛況‼

氏名・部門 種　目 順　位 記　録

山口　観弘
（15～ 16 歳）

100m平泳ぎ 1位 1分 00 秒 02

200m平泳ぎ 1位 2分 08 秒 81

立山　颯大
（13～ 14 歳）

�50m自由形 1位 24 秒 27

100m自由形 1位（大会新） 52秒 51

安田　雄生
（13～ 14 歳）

200m自由形 7位 2分 02 秒 87

400m自由形 10 位 4分 21 秒 15
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一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
山
形
の
思
い
出

　

２
月
10
日
か
ら
13
日
の
日
程
で
、
平
成

６
年
か
ら
続
い
て
い
る
山
形
派
遣
研
修
が

行
わ
れ
、
市
内
小
学
生
７
名
が
山
形
を
訪

問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
な
が
ら
、
雪

国
の
生
活
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
、
初
め
て
見
る
白
銀
の
世
界

や
自
分
の
背
よ
り
高
い
雪
の
壁
な
ど
に
感

動
し
、
雪
お
ろ
し
体
験
や
雪
遊
び
（
ス
キ

ー
や
雪
合
戦
）、
山
形
の
歴
史
や
方
言
を

学
ん
だ
り
と
雪
国
山
形
で
し
か
味
わ
え
な

い
貴
重
な
数
々
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
多
く
の
感
動
と
共
に
、
自
分

の
家
族
と
離
れ
親
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

た
こ
と
や
、
温
か
く
受
け
入
れ
て
頂
い
た

山
形
の
家
族
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
、
感
想
の
中
で
語
り
ま
し
た
。

初めてのスキーはとても楽しかったよ！

森
は
み
ん
な
の
宝
物

　

２
月
５
日
、
有
明
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
第
３
回
「
森
は
み
ん
な

の
宝
物
事
業
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
志
布
志
市
み
ど
り
推
進
協

議
会
の
主
催
で
、
市
内
の
森
林
を
市
民
み

ん
な
で
守
り
育
て
る
意
識
を
育
成
し
、
自

然
の
恵
み
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
森
林
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で

説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
し
い
た
け
駒
打
ち

体
験
や
、
木
工
教
室
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

昼
食
に
は
市
猟
友
会
員
の
新
村
善
次
さ
ん

と
中
堂
園
正
一
さ
ん
の
提
供
で
し
し
鍋
が

振
舞
わ
れ
る
な
ど
、
参
加
し
た
14
家
族
45

名
の
皆
さ
ん
は
、
森
の
大
切
さ
や
森
の
役

割
な
ど
を
親
子
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
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しいたけ駒打ちの一コマ

中学生代表として力走！
　１月 30 日、霧島市で開催された
第 24 回鹿児島県地区対抗女子駅伝
大会で、志布志中学校２年生の飛松
春香さんが曽於地区代表として出場
し、区間５位と活躍しました。
　飛松さんは今春閉校する八野小学
校出身で、ソフトボール部に所属し
ています。今回、唯一の中学生区間
走者として代表に抜擢され、ソフト
ボール部や八野地区の皆さんの期待
と応援を背に力走。チーム総合５位
入賞に貢献しました。

声援を受け、力走する飛松さん

消
火
活
動
表
彰

　

火
災
の
早
期
発
見
と
初
期
消
火
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
有
明
町
の
農
業
兼
大
工
、

瀬
口
芳
文
さ
ん
と
妻
の
美
保
子
さ
ん
に
対

し
て
、
２
月
16
日
、
南
部
消
防
署
で
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
人
は
1
月
21
日
、
仕
事
帰
り
に
す
れ

違
っ
た
知
人
の
自
宅
台
所
か
ら
出
火
し
て

い
る
の
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
発
見
し
、
美
保

子
さ
ん
が
知
人
を
呼
び
戻
し
に
向
か
っ
て

い
る
間
、
芳
文
さ
ん
が
進
入
口
を
探
し

な
が
ら
、
通
り
か
か
っ
た
郵
便
局
員
に

１
１
９
番
通
報
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
戻
っ
て
来
た
知
人
か
ら
鍵
を
受
け
取

り
芳
文
さ
ん
が
中
に
入
る
と
、
燃
え
た
ま

な
板
な
ど
を
外
に
持
ち
出
し
て
消
火
し
、

さ
ら
に
く
す
ぶ
っ
て
い
た
ガ
ス
ホ
ー
ス
を

濡
れ
布
巾
で
消
火
し
た
そ
う
で
す
。

　

短
時
間
で
建
物
全
焼
、
さ
ら
に
住
宅
脇

の
山
林
に
延
焼
の
恐
れ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
2
人
の
迅
速
な
行
動
に
よ
り
、
壁
や

換
気
扇
が
焼
け
た
だ
け
で
済
み
ま
し
た
。

　
「
火
災
を
発
見
し
た
時
は
ビ
ッ
ク
リ
し

た
が
、
幸
い
に
大
き
な
火
事
に
な
ら
な
く

て
よ
か
っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
夫
妻
は
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し

て
い
ま
し
た
。

迅速な行動で消火にあたった瀬口夫妻

潤
ケ
野
小
学
校
研
究
公
開

　

２
月
15
日
、
大
隅
地
区
「
複
式
指
導
」

研
究
協
力
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る
潤
ケ

野
小
学
校
で
研
究
公
開
が
行
わ
れ
、
地
区

内
の
教
員
、
関
係
者
約
50
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
校
は
、「
学
力
向
上
を
図
る
複
式
学

習
指
導
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
複
式
学

級
に
お
け
る
授
業
改
善
を
中
心
に
、
平
成

21
年
度
か
ら
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
回
は
、２
年
間
の
取
組
の
研
究
発
表
、

３
、４
年
複
式
学
級
の
算
数
の
公
開
授
業

を
参
観
し
た
後
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ
、

同
校
の
取
組
に
対
し
て
、
参
加
者
か
ら
数

多
く
の
評
価
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

授業の様子を真剣に見つめる参加者

原
田
古
墳
測
量
調
査

  

２
月
14
日
か
ら
18
日
の
日
程
で
、
鹿
児

島
国
際
大
学
国
際
文
化
学
部
の
大
西
智
和

教
授
と
鐘
ヶ
江
賢
二
学
芸
員
、
学
生
11
人

の
皆
さ
ん
が
、
有
明
町
に
あ
る
原
田
古
墳

の
測
量
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

   

市
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
原
田
古
墳
は

直
径
約
40
ｍ
の
円
墳
で
、
そ
の
大
き
さ
は

県
内
最
大
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細

な
測
量
調
査
を
行
う
の
は
初
め
て
と
の
こ

と
で
す
。

   

今
回
は
基
礎
的
デ
ー
タ
の
収
集
が
目
的

で
、
結
果
が
出
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、「
調
査
で
周
囲
の
一
部

に
張
り
出
し
た
場
所
が
見
つ
か
り
、
張
り

出
し
付
円
墳
の
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
も

継
続
し
て
調
査
し
、
明
ら
か
に
し
た
い
」

と
大
西
教
授
は
語
り
ま
し
た
。

今後の調査結果が気になります！

野神小お茶教室開催

　２月８日、野神小学校で「お茶教
室」が開かれ、５年生の皆さんがお
いしいお茶の入れ方を学びました。
　家庭科のお茶の出し方を学ぶ授業
の一環として企画された今回の教室
は、有明町の若手茶業家で構成され
た若葉会の皆さんを講師に迎えて行
われました。
　普段はあまりお茶を煎れたことが
ないという皆さんでしたが、正しい
方法で入れたお茶の甘味に驚きなが
ら、その魅力に触れました。

本当のお茶のおいしさにビックリ！

第１回ドリームリーグ志布志大会

　城山総合公園で、２月６日、ドリー
ムリーグ南九州硬式少年野球連盟第
１回志布志大会が開催されました。
　硬式野球を通じ、礼儀とルールを
守る健全な社会人としての人間育
成、郷土を愛し次世代を担う少年少
女の育成を目的とした同大会に、市
内から志布志ホークスが出場したほ
か、県内外から小学部と中学部を合
わせて 14 チームが集まり、ハツラ
ツとしたプレーを繰り広げました。

今後の開催も予定されています！

八野水質検査

　八野地区の前川本流で、２月16日、
同地区環境保全協議会（水土里サー
クル）による水質保全調査が行われ
ました。
　農村環境向上活動の一環として同
協議会が取り組んでいるもので、今
回は八野小学校の皆さんも調査に参
加し、水温や PH 値、COD（化学的
酸素要求量）、透明度を調べたほか、
川の生き物に触れるなど、子ども達
が地元の水の素晴らしさと水質保全
の大切さを学ぶ場ともなりました。

水はきれいだったかな？

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と火曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
開
催

　

２
月
20
日
、
第
５
回
志
布
志
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の

た
め
会
場
を
屋
内
に
変
更
し
、
約
50
人
の

参
加
者
が
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
と
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
の
二
種
目
を
チ
ー
ム
対
抗
戦

で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
皆
さ
ん
も
競
技

を
通
し
て
次
第
に
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、優
勝
目
指
し
て
力
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

楽しい汗を流しました

そ
の
振
り
込
み
、
い
っ
と
っ
待
て
‼

　
「
振
り
込
め
詐
欺
ゼ
ロ
の
日
」
で
あ
る

2
月
15
日
、
市
内
の
金
融
機
関
で
「
振
り

込
め
詐
欺
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
警
察
署
、
各
地
区
防
犯
協
会
と

同
モ
ニ
タ
ー
、
市
の
合
同
で
行
わ
れ
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
チ
ラ
シ
や
犯
罪
防
止

「
一
掃
」
と
掛
け
た
軍
手
「
一
双
」
を
窓

口
で
配
布
し
な
が
ら
、
市
民
へ
の
注
意
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
防
犯
協
会
モ
ニ
タ
ー
の
黒
松

久
美
子
さ
ん
は
、「
数
年
前
、
運
良
く
息

子
と
連
絡
が
取
れ
て
被
害
は
免
れ
た
も
の

の
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
遭
っ
た
経
験
が
あ

る
。
あ
の
う
ま
い
口
調
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
乗
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

振り込め詐欺に気を付けましょうね！

曽
於
チ
ー
ム
総
合
４
位
で
ゴ
ー
ル

　

第
58
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
（
南
日
本
新
聞
社
主
催
）
が
、

２
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
曽
於
チ
ー
ム
は
、
総
合

４
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
7
人
の
選
手
が
出
場
し
、

後
藤
健
太
選
手
が
最
終
日
２
区
で
４
人
抜

き
を
見
せ
区
間
ト
ッ
プ
に
立
つ
な
ど
、
曽

於
チ
ー
ム
Ａ
ク
ラ
ス
死
守
の
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。

　

郷
土
入
り
の
4
日
目
は
、
２
区
に
田
中

君
幸
選
手
、
7
区
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の
鮎
川

俊
一
選
手
が
出
走
し
、
鮎
川
選
手
が
区
間

賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
一
生
懸
命
走
り
ぬ
き
、
チ
ー
ム
に
貢
献

し
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
小

旗
を
振
り
鳴
ら
し
全
て
の
力
走
す
る
選
手

に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
を
振
り
返
り
、
鮎
川
選
手
は
「
高

校
生
、
大
学
生
、
社
会
人
の
力
が
噛
み
合

い
、
大
会
期
間
中
に
チ
ー
ム
と
し
て
成
長

で
き
た
。
苦
し
い
場
面
で
も
、
皆
様
の
声

援
が
背
中
を
後
押
し
し
て
く
だ
さ
り
、
勇

気
を
も
ら
え
ま
し
た
。」
と
力
強
く
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
地
域
女
性
連
絡
協
議
会
に
よ

り
、
伊
﨑
田
中
継
所
で
は
、
手
作
り
そ
ば
・

お
に
ぎ
り
・
焼
き
餅
等
、
志
布
志
中
継
所

で
は
、
ガ
ネ
・
お
に
ぎ
り
等
の
志
の
お
も

て
な
し
が
あ
り
、
選
手
や
大
会
関
係
者
に

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
ま
た
、
沿
道
か
ら
選
手
に
熱
い
声
援

を
贈
ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

中継所前で、激しいデッドヒートを繰り広げる鮎川俊一選手（志布志支所前）

春の足音を響かせながら・・・
選手のみなさん感動をありがとう！
～第 58回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会開催～

県下一周駅伝

和田幸也選手

橋口貴之選手

尾
野
見
地
区
で
そ
ば
打
ち
体
験

　

２
月
11
日
、
松
山
町
の
尾
野
見
地
区
公

民
館
で
、
そ
ば
打
ち
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
事

業
の
一
環
と
し
て
、
地
区
内
に
整
備
し
た

サ
ン
サ
ン
広
場
で
作
っ
た
そ
ば
を
使
用
し

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、

新
た
に
甘
酒
づ
く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
か
ら

丁
寧
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
の
し
棒
や

包
丁
を
上
手
に
使
い
こ
な
し
、
時
折
、
笑

顔
を
見
せ
な
が
ら
、
そ
ば
打
ち
を
楽
し
ん

で
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
そ
ば
は
、
そ
の
後
、
参

加
者
全
員
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

上手に切れてますね！

坂中省章選手増田悠大選手

Ｎ
ＮＡＴＩＯＮＡＬ

Ａ
ＡＬＬＩＡＮＣＥ

Ｗ
ＷＲＥＳＴＬＩＮＧ

チャリティプロレス
ｉｎ　志　布　志

主催：アジアンプロレスリング（080-3239-3751）
後援：志布志市社会福祉協議会
　　　志布志市商工会　志布志市観光特産品協会

日時　３月 27 日（日）
　　　開場　13：00　　試合開始　13：30

場所　アピアホール
　　　（サンポートしぶしアピア２Ｆ）

入場料　大人：前売り券　2,500 円
　　　　　　　当日券　　3,000 円
　　　　小人：小中学生・高校生　無料
　　　　　　　（※但し、保護者同伴）
チケット販売　アピアインフォメーション、島津

沿道からは、たくさんの声援が選手に贈られました

田中君幸選手

後藤健太選手



地球にやさしいこと
　　　はじめよう！守っていこう　きれいな水

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

「
レ
ア
メ
タ
ル
・
レ
ア
ア
ー
ス
」
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

小
型
家
電
に
は
、
各
種
製
品
の
製
造
に
不
可
欠
な
素
材
で
あ
る
レ
ア
メ
タ
ル
・
レ
ア
ア
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
希
少

な
資
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
４
月
か
ら
、
資
源
ご
み
の
回
収
日
に
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
小
型
家
電
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
小
型
家
電
は
、
以
下
の
13
品
目
で
す
。

① 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ 

② 

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ 

③ 

ポ
ー
タ
ブ
ル
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー

④ 

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー 

 

⑤ 

携
帯
用
ラ
ジ
オ  

⑥ 

携
帯
用
テ
レ
ビ

⑦ 

小
型
ゲ
ー
ム
機  

⑧ 

電
子
辞
書 

⑨ 

電
卓  

 

⑩ 

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ

⑪ 

リ
モ
コ
ン 

⑫ 

携
帯
電
話　

⑬ 

電
子
機
器
付
属
品（
AC
ア
ダ
プ
タ
ー
、充
電
機
器
、コ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
類
等
）

※
右
記
13
品
目
以
外
の
小
型
家
電
は
、
一
般
ご
み
と
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
乾
電
池
は
取
り
除
き
、
市
の
分
別
に
従
い
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
等
は
取
り
除
い
て
、
市
の
分
別
に
従

い
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
個
人
情
報
（
電
話
帳
、
保
存
デ
ー
タ
な
ど
）
は
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
薄
型
）、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
は
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
対
象
機
器
で
す
。
最
寄
り
の
販
売
店
等
に
引
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

パ
ソ
コ
ン
（
本
体
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
）
は
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
で
す
。
回
収
に

つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
～

　

志
布
志
市
に
は
ご
み
焼
却
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
ご
み
を
埋
立
処
分
し
て
き
ま
し
た
。

埋
立
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
ご
み
の
分
別
収
集
・
資
源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
次
の
４
つ
で
す
。

　

① 

資
源
ご
み　
　

25
種
類
に
分
別
し
て
、
資
源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

② 

生 

ご 

み　
　

生
ご
み
だ
け
を
バ
ケ
ツ
で
回
収
し
、
堆
肥
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

③ 

粗
大
ご
み
（
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
な
ご
み
で
す
。
戸
別
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。）

　

④ 

一
般
ご
み　
　

①
、
②
、
③
に
該
当
し
な
い
ご
み
で
す
。
埋
立
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
般
ご
み
の
中
に
資
源
ご
み
（
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
）
が
混
ざ
っ
て
い
る
場
合
、
警
告
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
ま
す
の
で
、
持
ち
帰
っ
て
再
度
正
し
く
分
別
し
て

排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」。
正
し
く
分
別
し
て
、
ご
み
の
資
源
化
、
埋
立
ご
み
の
削
減
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
の
分
別
の
詳
細
は
、「
ご
み
分
別
の
手
引
き
（
冊
子
）」
ま
た
は
「
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分

け
方
と
正
し
い
出
し
方
（
一
覧
表
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■オラレ志布志 3月・4月番組表

オラレ志布志の売上金は、地域の活性化及び振興を図り、市の活
力あるまちづくりのために、福祉・教育などの分野ではばひろく
使われます。

■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開催がない場合は 17:00 まで）　　■問合せ先　オラレ志布志　℡ 479-3111
※オラレトピックスは今回で終了いたします。
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蒲郡ＧⅢ企業杯

常滑GⅡモーターボート大賞

児島GⅡモーターボート大賞

大村GⅡ競艇祭

住之江蒲郡

大村

平和島GⅠトーキョーベイカップ

大村桜祭り競走

津GⅢ新鋭リーグ戸田SG総理大臣杯
下関GⅢ

丸亀 蒲郡GⅠオールジャパン桐生

丸亀

びわこGⅡ秩父宮妃記念杯

尾崎

尼崎GⅡモーターボート大賞

若松 蒲郡

若松 丸亀

MBP長島五島開設5周年

若松

桐生

　

２
月
26
日
、
や
っ

ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、「
志
布
志

市
水
質
保
全
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
現
在

の
志
布
志
市
の
水
を

取
り
巻
く
環
境
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、

水
質
保
全
の
た
め
に
、
市
、
市
民
全
体
で
積
極
的

な
行
動
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
し
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
約

３
０
０
人
の
市
民
の
方
に
水
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
下
水
に
つ
い
て

　

基
調
講
演
で
は
、
始

め
に
、
九
州
大
学
名
誉

教
授
の
神
野
健
二
氏

が
「
流
域
地
下
水
の

環
境
保
全
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
神
野
氏
は
、

地
下
水
の
し
く
み
、
重

要
性
、
大
切
さ
を
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
水
の
こ
と
を

知
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
的

に
硝
酸
性
窒
素
濃
度
が
高
い
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
市
環
境
審
議
会
委
員
の
飯
島
康
夫
氏
が
、「
志

布
志
市
の
地
下
水
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
飯

島
氏
は
、市
の
地
下
水
の
現
状
を
知
っ
て
欲
し
い
こ
と
、

き
れ
い
で
豊
富
な
地
下
水
は
市
の
飲
用
水
を
ま
か
な
う

だ
け
で
な
く
、
ウ
ス
カ
ワ
ゴ
ロ
モ
な
ど
貴
重
な
生
物
や

美
し
い
景
観
を
育
ん
で
い
る
こ
と
、
農
家
の
努
力
に
よ

り
、
硝
酸
性
窒
素
濃
度
も
改
善
し
て
き
て
い
る
と
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
市
内
で
水
保
全

に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
ア
シ
ス
水
環
境
研
究
会
理
事
長
の
本
村
輝

正
氏
か
ら
は
、
県
内
に
お
い
て
硝
酸
性
窒
素
濃
度
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
、
市
民
に
水
環
境
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の

小
さ
な
心
が
け
が
ふ
る
さ
と
の
水
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
川
河
川
浄
化
対
策
協
議
会
会
長
の
伊
地
知
孝
氏
か

ら
は
、
地
元
を
流
れ
る
前
川
を
き
れ
い
に
守
る
た
め
の

活
動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
で
も
珍
し

い
川
遊
び
が
で
き
る
川
で
あ
る
た
め
、
次
の
世
代
に
残

す
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

鹿
児
島
県
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
茶
業
部
大
隅
分

場
長
の
田
中
敏
弘
氏
か
ら
は
、
茶
生
産
に
お
け
る
今
ま

で
の
減
肥
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
様
々
な
技
術
が
開

発
さ
れ
て
い
る
の
で
、

環
境
に
や
さ
し
い
農

業
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
か
ら
は
、
竹
之

内
宏
史
市
民
環
境
課

長
が
合
併
浄
化
槽
の

設
置
及
び
農
業
集
落

排
水
へ
の
接
続
が
河

川
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
の
話
を
し
ま
し
た
。

水
を
大
切
に
お
も
う

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、『
今
後
も
貴
重
な
生

態
系
を
認
識
し
情
報
を
共
有
し
つ
つ
次
の
世
代
に
き
れ

い
な
水
を
残
し
な
が
ら
、
も
っ
て
経
済
と
環
境
の
持
続

可
能
な
発
展
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、「
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
、
出
来

る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
」』
と
い
う
こ
と
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　

水
は
言
う
ま
で
も
な
く
無
限
に
あ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
世
界
を
見
れ
ば
、
満

足
に
水
を
利
用
で
き

な
い
人
は
大
勢
い
ま

す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
は
、
水
を
大
切

に
お
も
い
、
環
境
に

や
さ
し
い
取
り
組
み

を
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

志
布
志
市
水
質
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

環 境 写 真 展 「 希 望 」
　環境省の環境カウンセラーでもある窪健一氏による環境写真展「希望」
が開催されます。ごみの中で生きる花を希望として表現したものです。是
非ご覧ください。
◆場　所　サンポートしぶしアピア
◆期　間　３月 13日～３月 31 日
◆後　援　志布志市、志布志市教育委員会　
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２
月
９
日
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
の
現

地
活
動
報
告
会
が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

委
員
会
委
員
、
共
生
協
働
推
進
委
員
会
委
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
連
絡
協
議
会
委
員
、
市
サ
ポ
ー
ト
職

員
合
わ
せ
て
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
じ
志
布
志
市
内
の
他
地
区
の
取

り
組
み
を
現
地
研
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
年

度
以
降
の
取
り
組
み
の
参
考
に
す
る
と
と
も

に
、
地
域
間
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
・
交
流

の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

20
地
区
に
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
の

中
か
ら
、
潤
ヶ
野
、
新
橋
、
山
重
、
蓬
原
、
通
山
、

安
楽
の
６
地
区
を
視
察
し
、
前
川
清
流
公
園
や

新
橋
石
蔵
倉
庫
な
ど
地
域
資
源
を
活
か
し
ふ
る

さ
と
づ
く
り
委
員
会
自
ら
活
動
拠
点
と
し
て
整

備
し
た
公
園
や
施
設
を
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
の
代
表
者
か
ら
活
動
の
経
緯
や
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に

は
、
初
め
て
現
地
を
訪
れ
た
人
も
多
く
、
手
作

り
と
は
思
え
な
い
立
派
な
施
設
や
す
ば
ら
し
い

景
観
に
驚
き
な
が
ら
も
、
熱
心
に
説
明
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

現
地
活
動
報
告
会
後
に
は
、
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ

グ
リ
に
て
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
現
地
研
修

に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
や
活
動
す
る
に
あ
た
っ

て
の
課
題
や
成
果
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交

換
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
伊
﨑
田
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り

委
員
会
の
丸
﨑
委
員
長
は
「
地
区
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
み
に
特
徴
が
あ
り
、
大
い
に
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
終
了
後
に
は
、
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

大
き
な
変
化
の
中
で

　

3
月
12
日
に
い
よ
い
よ
九
州
新
幹
線

が
全
線
開
業
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
っ

て
、
2
月
24
日
に
行
わ
れ
た
試
乗
会
へ

の
招
待
が
あ
り
、
参
加
し
て
参
り
ま
し

た
。
博
多
駅
ま
で
を
最
短
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
往
復
す
る
味
気
な
い
も
の
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
揺
れ
も
ほ
と
ん
ど
感
じ

ず
、
乗
客
の
多
く
が
満
足
で
き
る
乗
り

心
地
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

全
線
開
業
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
5
時

間
2
分
掛
か
っ
て
い
た
鹿
児
島
中
央
駅

～
新
大
阪
駅
間
が
3
時
間
45
分
ま
で
短

縮
さ
れ
、
終
着
駅
で
あ
る
鹿
児
島
に
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る
も
の
と
大

き
な
期
待
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
そ
の
流
れ
が
大
隅
半
島
、
本
市

ま
で
寄
せ
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
新
幹
線
と
さ
ん

ふ
ら
わ
あ
を
利
用
し
た
、
大
阪
～
鹿
児

島
市
～
志
布
志
市
の
コ
ー
ス
が
定
着
す

れ
ば
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
北
ア
フ
リ
カ
や
中
東
地
域
で

の
独
裁
政
権
の
瓦
解
が
相
次
ぎ
、
世
界

が
激
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
原

油
産
出
国
も
含
ま
れ
る
た
め
、
今
後
の

原
油
価
格
の
高
騰
、
さ
ら
に
食
糧
の
価

格
に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
１
日
も
早
い
終
息
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
革
命
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
で
他
国
の
情
報
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
に
あ
り
、

そ
の
影
響
は
隣
国
中
国
に
も
及
ん
で
、

さ
ら
に
世
界
が
揺
れ
動
い
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

情
報
化
社
会
の
発
展
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
、
市
で
は
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
を
進
め
、
現
在
、
戸
内
へ
の
光

ケ
ー
ブ
ル
引
き
込
み
工
事
を
順
次
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
当
初
３
月
末
ま
で
の

完
了
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

来
年
度
に
ず
れ
込
む
様
相
を
呈
し
て
い

ま
す
。
出
来
る
だ
け
早
く
完
了
し
、
全

て
の
市
民
が
そ
の
恩
恵
を
享
受
で
き

る
、
情
報
化
最
先
端
の
ま
ち
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
子
ど
も
手
当
」

の
来
年
度
国
家
予
算
に
つ
い
て
、
政

府
予
算
案
の
成
立
が
先
行
き
不
透
明
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
行
政
で
は
シ
ス
テ

ム
の
改
修
な
ど
に
伴
い
、
少
な
か
ら
ず

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
出
来
る
だ
け
市

民
の
皆
様
へ
ご
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
取
り
組
む
つ
も
り
で
す
が
、
関
係
す

る
皆
様
に
は
ご
理
解
を
賜
る
と
と
も

に
、
今
後
の
動
静
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
３
月
20
日
を
も
っ
て
八
野

小
学
校
が
１
３
７
年
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
す
。
慎
重
に
協
議
し
た
末
の
閉

校
と
い
う
苦
渋
の
選
択
で
あ
り
、
寂
し

さ
も
募
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

様々な意見が出されました

ふ

る

さ

と

づ

く

り

委

員

会

現

地

活

動

報

告

会
・

意

見

交

換

会

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

台
湾
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た
‼

　

２
月
18
日
、
志
布
志
市
役
所
志
布
志
支

所
で
台
湾
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
：

志
布
志
市
、
ジ
ェ
ト
ロ
鹿
児
島
）
が
開

催
さ
れ
、
市
内
を
は
じ
め
、
県
内
の
企
業

か
ら
約
25
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
セ

ミ
ナ
ー
の
中
で
、
台
湾
の
最
新
経
済
動
向

に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ト
ロ
海
外
調
査
部
の
宇

佐
美
喜
昭
氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
台
湾
市
場
に
は
、
多
く
の
日
系
企
業

が
進
出
し
て
い
て
、
さ
ら
に
親
日
の
地
域

と
い
う
こ
と
で
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
多

く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
潜
ん
で
い
る

と
い
え
ま
す
。　

　

地
元
産
品
の
販
路
拡
大
に
よ
る
志
布
志

港
活
用
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ひまわり商品券の使用期限にご注意ください‼
　平成 22 年度に発行した「ひまわり商品券 2010」は、下記のとおり発行日によって使用期限を過ぎたものの使
用はできませんので、お手元の商品券をご確認の上、指定されている期限内にご利用ください。

発行事業名
・

見　　本

志布志市
プレミアム商品券
発行事業

鹿児島県
地域経済活性化
販売緊急支援事業

（追加発行分）

発行日 平成 22年 7月 26 日 平成 22 年 11 月 24 日、12 月 16 日
使用期限 平成 23年 3月 30 日 平成 23 年 3月 21 日

■問い合わせ先�　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）
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住宅用火災警報器の設置はお済みですか !?
　住宅火災は、就寝時間と夕食の準備時間に発生する割合が多いのが特徴です。特に就寝中は火災
の発生に気づきにくく、逃げ遅れてしまう可能性が高くなります。住宅火災による死者の多くは、

「火災の発見が遅れ、気付いたときは火煙が回り、既に逃げ道がなかった」などのような「逃げ遅れ」
が原因で亡くなっています。このような状況を防止するため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
　また、住宅用火災警報器以外でも、下記のことを守り、住宅火災防止に努めましょう。

住宅防火�いのちを守る�７つのポイント－３つの習慣・４つの対策－
３つの習慣

１�寝たばこは、絶対やめる。
２�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
３�ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策

１�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
２�寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
３�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
４�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

※購入する際は、パッケージなどの
表示で『煙式』・『熱式』をご確認く
ださい。また、左の『ＮＳマーク』
があるものを推奨します。

問い合わせ先
消防本部　予防課　　　　　　℡ 099-482-5577
南部消防署　　　　　　　　　℡ 477-0119
市役所本庁総務課消防防災係　℡ 474-1111（内線 215）

現地研修の様子
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い
よ
い
よ
平
成
23
年
度
の
健
診（
検
診
）

希
望
調
査
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。「
ど

こ
も
ど
う
も
な
い
か
ら
大
丈
夫
！
」「
精

密
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
の
が

怖
い
…
」「
自
分
の
体
の
こ
と
は
自
分
が

良
く
知
っ
て
い
る
」
本
当
に
そ
う
で
し
ょ

う
か
？
ご
自
分
の
思
い
描
く
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
健
康
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ

と
は
必
要
不
可
欠
。
日
ご
ろ
頑
張
っ
て
い

る
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
目
的
は
、
が
ん
を
見
つ
け

る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
診
の

対
象
と
な
る
人
た
ち
の
死
亡
率
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
が
、
が
ん
検
診
の
目
的
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
、
胃

が
ん
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、

大
腸
が
ん
の
５
つ
の
が
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ

特
定
の
方
法
で
行
う
検
診
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
早
期
に
発
見
で
き
、
さ
ら
に
治

療
を
行
う
こ
と
で
死
亡
率
が
低
下
す
る
こ

と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
早

期
で
見
つ
か
れ
ば
、
が
ん
は
決
し
て
怖
い

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
精
密
検
査
が

必
要
」
と
判
定
さ
れ
た
ら
早
期
が
ん
を
見

つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、自
分
の
た
め
、

そ
し
て
心
配
し
て
く
れ
る
周
り
の
人
の
た

め
に
も
、
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

欧
米
で
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
頭
打

ち
、
も
し
く
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
１
９
７
０
年
代
か

ら
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
90

年
代
前
半
か
ら
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
減
少

に
転
じ
て
い
ま
す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の

医
療
レ
ベ
ル
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
の

に
、
一
体
な
ぜ
こ
ん
な
違
い
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

　

ひ
と
つ
は
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
違
い

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
が

ん
検
診
受
診
率
は
８
割
近
く
に
の
ぼ
り
ま

す
が
、
日
本
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
、
３

割
に
満
た
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
厚

労
省
の
調
べ
に
よ
る
と
検
診
を
受
け
な
い

理
由
と
し
て
、「
ど
う
か
あ
れ
ば
い
つ
で

も
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
か
ら
」
と
い

う
理
由
が
約
３
割
を
占
め
て
い
た
そ
う
で

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
有
効
な
疾

患
で
は
、
症
状
が
出
て
か
ら
（
ど
う
か
あ

る
場
合
）
の
受
診
で
は
遅
い
場
合
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
検
診
だ
け
で
な
く
、
食
べ
物

へ
の
配
慮
や
禁
煙
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
健
診
（
検
診
）
受
診
率

は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？
自
分
の
健
康

を
守
る
の
は
自
分
自
身
。
市
で
実
施
し
て

い
る
健
診
（
検
診
）
を
有
効
に
活
用
し
、

年
に
１
回
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
を
設
け

ま
し
ょ
う
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

が
ん
検
診
を
受
け
る
目
的
っ
て
何
？

年
に
一
回
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！
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ひなたちゃん

ひかりちゃんひなたちゃん 愛
あんり

凛ちゃん笑
しょうき

記ちゃん

※ �2 月に行った５歳児歯科健診で、むし歯
も処置歯もなかった子どもたちです。
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い
っ
た
い
ど
の
ぐ
ら
い
の
人
が
受

け
て
い
る
の
？

平成 23年度
特定健診・各種がん検診希望調査実施中

　疾病の早期発見 ･早期治療および健診結果から生活習慣を見直して疾病の予防を図るため
に特定健診・各種がん検診を毎年実施しています｡
　平成 23 年度の申し込み（申込期限平成 23 年３月 25 日）は、各家庭に「各種検診受診希
望調査票」を郵送にて配布し、申し込みをしていただきます。
　特定健診と胃がん検診、大腸がん検診、腹部超音波健診、前立腺がん検診は同日に集団（セッ
ト検診）で実施します。
　また、女性特有のがん検診の内、乳がん検診は、松山・有明地区と志布志地区で１年毎に
実施しています。平成 23 年度は、松山・有明地区が実施地区で、２年連続で乳がん検診は
受診できませんので申し込みにご注意ください。
特定健診と胃がん検診等は、6月から 9月に実施いたします。申し込みされた検診は、検診
日が近づきましたら個人通知します。
　なお、肺がん検診・住民結核検診は、40 歳以上すべての方に個人通知しますので、希望
調査はいたしませんのでご了承ください。また、前年度まで会社で受診されていた場合など
により、受診希望調査票が届いていない方で受診を希望される方は、左記の問い合わせ先ま
でご連絡ください。
年に一度の健康診断、受けて安心、早期発見・早期治療で医療エコ！

◆問い合わせ先　
　本庁保健課保健対策係　　℡４７４―１１１１　内線１６４
　松山支所市民課保健係　　℡４８７―２１１１　内線２７３
　志布志支所福祉課保健係　℡４７２―１１１１　内線２０７

協
会
け
ん
ぽ
鹿
児
島
支
部
の
保
険
料
率

　

協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健
康
保
険
協
会
）
の
健

康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
昨
年
ほ
ど
の
保
険
料

収
入
の
落
ち
込
み
は
な
い
も
の
の
、
医
療
費
や

高
齢
者
医
療
へ
の
支
援
金
の
支
出
が
伸
び
て
お

り
、
協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本

年
３
月
分
の
保
険
料
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
鹿

児
島
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
９
．
５
１
％（
平

成
22
年
は
９
．
３
６
％
）
と
な
り
、
２
年
連
続

し
て
引
上
げ
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
40
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
方
々
に
対
す
る
介

護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）
も
、
現
在
の
１
．

５
０
％
か
ら
１
．
５
１
％
に
引
き
上
が
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

加
入
者
の
皆
様
の
医
療
と
健
康
を
支
え
る
た

め
、
加
入
者
・
事
業
主
の
方
々
に
は
、
こ
の
よ

う
な
ご
負
担
に
つ
き
ま
し
て
、
何
卒
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
鹿
児
島
支
部

　

℡
０
９
９
―
２
１
９
―
１
７
３
４

協
会
け
ん
ぽ
鹿
児
島
支
部
事
務
所
が
移

転
統
合
し
ま
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
鹿
児
島
支
部
で
は
、
現
在
、
金

生
町
と
郡
元
（
分
室
）
の
２
か
所
に
分
か
れ
て

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
客
様
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
事
務
処
理
の
効
率
化
、
経
費
削
減

を
目
的
と
し
、
平
成
23
年
３
月
22
日
（
火
）
よ

り
下
記
へ
移
転
統
合
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
新
住
所
】

　

〒
８
９
２
―
８
５
４
０

　

鹿
児
島
市
加
治
屋
町
１
８
―
８

　

三
井
生
命
鹿
児
島
ビ
ル
５
階

　

℡
０
９
９
―
２
１
９
―
１
７
３
４

　

Fax
０
９
９
―
２
１
９
―
１
７
４
３

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成22年12月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２９８，０６３，３８２円
12月末国保加入者数 １１，３０６人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２６，３９８円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２２，５２１円
個 人 負 担 額 ３，８７７円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国
保）が支払った医療費です。
　医療費総額の約 85.3％を市（国保）が負担してい
ます。

平成 21 年度
志布志市健診（検診）受診率

受診者数
（人）

受診率
（％）

特定健康診査 2,482 32.92
胃がん検診 2,825 23.75
大腸がん検診 2,941 23.82
肺がん検診 6,769 43.06
子宮がん検診 1,687 18.51
乳がん検診 1,419 23.63

平成 20 年度
志布志市がん発見率

がん発見
人数（人）

がん発見
率（％）

胃がん検診 5 0.21
大腸がん検診 2 0.08
肺がん検診 1 0.01
子宮がん検診 1 0.09
乳がん検診 2 0.14

平成 23 年度志布志市健診（検診）
区分 対象年齢

料金 市 が 負 担
す る 一 人
当 た り の
費用

検査内容国保 社保

長寿健診 75 歳以上 無料 5,176 円 身体測定・血圧・血液検査
尿検査等・生活機能評価

特定健診
志布志市国民健康
保険加入者で 40
歳以上

無料
勤務先でご確
認ください 5,176 円

身体測定・血圧・血液検査
尿検査等・生活機能評価
（65歳以上）

若年者健診
志布志市国民健康
保険加入者で 30
～ 39 歳

無料 5,250 円 身体測定・血圧・血液検査
尿検査等・

胃がん検診

30 歳以上

無料 1000 円
（70歳以上無料）

4,620 円 バリウムを飲み、レントゲ
ン撮影をします

大腸がん
検診 無料 300 円

（70歳以上無料）
1,650 円 2 日分の便を自宅で採り、

提出します

腹部超音波
検査 無料 800 円

（70歳以上無料）
3,550 円 肝臓・すい臓・胆のう・腎

臓等を超音波で検査します

前立腺がん
検診 40 歳以上男性 1,000 円 1,860 円 採血により検査します

子宮がん
検診 20 歳以上女性 無料 700 円

（70歳以上無料）
3,480 円 子宮頚部の細胞を綿棒で採

ります

骨粗しょう
症検診

30･35･40･45･50
･55･60･65･70 歳
女性

無料 ２００円 820 円
足のかかとから判定。対象
年齢以外の方は 820 円で受
診できます

乳がん検診
＊１

40 ～ 49 歳女
性 無料 1,500 円 7,200 円 視触診、マンモグラフィ

２方向検査

50 ～ 79 歳女
性 無料 1,000 円 4,000 円 視触診、マンモグラフィ

１方向検査

＊１）乳がん検診は、平成 23 年度は有明・松山地区で実施の予定です。この検診は 2年に
1回の受診となりますので、平成 22年度に受診した方は、平成 23年度は受診できません。
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短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

た
い
ら
野
の
川
に
今
射
す
初
の
陽
に
瞬
時
流
れ
の
止
ま
る
眩
し
さ 

竹
永　

南
海

老
い
ぬ
れ
ば
ど
っ
こ
い
し
ょ
と
声
を
出
し
身
に
付
く
も
の
は
南
無
阿
弥
陀
仏 

暉
峻　

康
瑞

今
朝
も
又
受
話
器
の
向
こ
う
に
母
さ
ん
の
「
元
氣
に
起
き
た
よ
」
や
さ
し
い
ひ
と
言 

池
ノ
上
一
枝

お
だ
や
か
な
庭
面
の
日
差
し
は
折
お
り
の
花
を
咲
か
せ
て
季
の
終
り
た
る 

岡
元　

初
子

初
夏
の
庭
に
芳
香
放
つ
白
花
の
梅
花
空
木
に
亡
き
人
浮
か
ぶ 

折
田　

す
ず

霜
月
の
歩
の
道
六
時
十
五
分
縹
の
空
を
染
め
る
曙 

児
玉　

末
子

夕
庭
を
疾
走
木
の
ぼ
り
自
在
猫
母
の
氣
を
引
く
幼
の
よ
う
に 

西
江
美
津
子

文
化
祭
展
示
の
色
紙
も
侘
び
し
く
て
時
代
を
写
す
証
し
な
ら
む
か 

林　
　

靜
子

ゆ
っ
た
り
と
暮
せ
ば
好
い
と
長
の
子
の
沁
々
言
ふ
を
有
難
く
聞
く 

平
川　

澄
子

賀
状
の
み
交
換
し
て
ゐ
し
人
逝
き
て
そ
の
面
影
は
若
き
日
の
ま
ま 

益
倉　

睦
美

五
セ
ン
チ
に
満
た
ぬ
蜥
蜴
の
走
り
来
て
花
壇
の
へ
り
に
隠
れ
て
覗
く 

松
下　

芙
美

荒
ぶ
風
に
背
を
押
さ
れ
つ
つ
ボ
ー
ル
を
入
れ
て
子
等
の
歓
声
に
活
力
の
湧
く 

宮
原　

順
子

初
孫
の
結
婚
式
に
招
か
れ
て
牛
を
忘
れ
た
機
上
の
二
人 

山
田　

和
子

靑
き
海
さ
ざ
波
寄
せ
る
潮
干
狩
り
波
貝
捕
り
し
遠
き
想
い
出 

山
元
ハ
ツ
ミ

悲
し
み
に
怒
り
は
消
え
ず
原
爆
忌
火
炎
の
様
に
カ
ン
ナ
燃
え
咲
く 

若
松
田
鶴
子

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2011.3

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

着
ぶ
く
れ
も
似
た
も
の
同
士
気
に
な
ら
ず 

高
田　

昭
秋

観
光
化
ウ
イ
ル
ス
菌
も
流
行
り
出
す 

上
東
マ
キ
エ

ウ
イ
ル
ス
と
灰
振
り
掛
る
試
練
年 

高
田　

秀
雄

朝
飯
の
記
憶
も
淡
し
加
齢
ゆ
え 

末
永　

一
雄

愛
や
恋
記
憶
に
な
い
ね
遠
い
過
去 

鞍
掛　

五
雄

過
疎
の
里
記
憶
を
辿
る
山
歩
き 

坂
元　

俊
幸

ふ
る
さ
と
は
記
憶
の
中
に
強
く
生
き 

赤
池　

忠
重

母
さ
ん
の
記
憶
と
ど
め
る
子
守
歌 

江
藤　

房
子

写
真
見
て
昔
の
記
憶
よ
み
が
え
る 

上
田　

和
市

嘘
ご
と
は
記
憶
に
無
い
と
言
い
逃
れ 

福
山　

吉
連

証
言
で
不
利
な
と
こ
だ
け
記
憶
な
い 

内
山　

幸
夫

俳
句
（
は
つ
は
な
句
会
）

幕
開
け
は
雪
景
色
よ
り
始
ま
り
ぬ 

鮫
島　

容
子

冬
の
朝
目
覚
め
よ
き
日
の
大
背
伸 

川
畑　

充
子

冬
晴
や
畳
む
毛
布
に
日
の
匂
ひ 

春
日　

ふ
く

紅
梅
の
開
花
待
た
る
る
昨
日
今
日 

飯
野
澄
美
子

人
の
世
は
大
降
雪
に
呑
み
こ
ま
れ 

本
村　

湧
水

退
院
の
日
を
待
ち
望
み
布
団
干
す 

八
久
保
千
鶴
子

足
跡
の
付
く
る
た
め
ら
ひ
雪
の
朝 

坂
本　

順
子

雪
つ
ぶ
て
恋
の
心
が
飛
ん
で
来
る 

本
村
多
可
子

各種お問い合わせ窓口およびサービス開始日について

　現在、同事業の工事が開始されています。市民の皆様には何かとご不便などお掛けしますが、ご理解と
ご協力をどうぞよろしくお願いします。
　行政告知放送端末の設置については、市が委託した業者から工事日程の確認の連絡がありますので、ご
都合の良い日程をご相談ください。なお、連絡および訪問する業者は、同事業に従事することを証明する
作業証を携行しています。
　また、施工の日程や、ケーブルテレビサービス等へお申し込みなどについてご不明な点などございまし
たら、遠慮なく下記までご連絡ください。

●各種お問い合わせ窓口はこちらまで

内　容 連絡先 受付時間 電話番号
行政告知放送端末設置工事に
関すること 株式会社　九電工 9：00 ～ 18：00

※日曜日を除く。 099-471-6960

ケーブルテレビ、インターネッ
トサービスへのお申込に関す
ること

ＢＴＶケーブルテレビ
株式会社

9：00 ～ 18：00
※日曜日、月曜日を除く。 099-479-3600

●サービス開始日が遅れる見込みです
　同事業の工事については、平成 23 年３月末までの完了、および４月より
各種サービス（行政告知放送、ケーブルテレビ、インターネット）の開始を
目指し、急ピッチでの施工を進めています。また、昨年行った自治会説明会
等におきましても、そのようにご案内申し上げたところです。
　しかし、当初想定していなかった工事の遅れなどの理由から、工期を延長
する必要が出て参りました。現在、国に事業繰越の手続きをお願いしていま
すので、決定次第、具体的な工事完了日程をお知らせいたします。
　今後できる限り早期のサービス開始となるよう取り組んで参りますので、
市民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

志布志市地域情報基盤整備について ICT 志布志

■問い合わせ先　情報管理課　℡ 474-1111（内線 322、323）　　

平成 23 年
国民生活基礎調査にご協力お願いします！

「これから」に役立てる調査にご回答ください。
◆調査日　6月 2日（木）、7月 14 日（木）
　4月中旬から調査員がお伺いします。

◆調査に関する問い合わせ先
　鹿屋保健所
　〒 893-0011　鹿児島県鹿屋市打馬２－１６－６
　Tel� ０９９４－５２－２１０３
　Fax� ０９９４－５２－２１１０
　厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp/

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

灯
を
消
せ
ば
五
人
囃
子
も
楽
を
や
め
弥
生
の
闇
は
し
ん
し
ん
深
い 

南　
　

史
郎

高
熱
を
出
せ
ば
夫つ
ま

・
子
が
あ
た
ふ
た
と
熱
き
雑
炊
深
ネ
ギ
し
み
て 

内
村
く
み
子

単
調
な
日
々
に
気
付
い
て
ハ
ッ
と
す
る
私
の
奥
の
鬼
の
好
奇
心 

江
口
さ
く
ら

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
る
気
起
こ
す
と
塾
の
指
導
や
る
気
喪
失
し
ば
し
冬
眠 

小
宮　

展
子

ガ
リ
バ
ー
の
ヒ
ー
ロ
ー
気
取
り
で
盆
栽
の
木
立
の
中
の
春
陽
と
遊
ぶ 

篠
田　

紀
子

往
還
の
老
い
の
車
が
停
車
し
て
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
に
泣
き
べ
そ
を
か
く 

中
園　

茂
甚

は
に
か
ん
で
肩
を
怒
ら
す
少
年
は
バ
ス
を
見
送
る
母
に
手
を
ふ
る 

西　
　

恭
子

デ
ザ
ー
ト
に
な
る
実
つ
ぶ
ら
実
鳥
た
ち
に
食
べ
ら
れ
た
い
と
金
柑
は
い
う 

日
高　

禎
子

さ
み
ど
り
の
ひ
そ
か
な
息
吹
日
だ
ま
り
に
生あ

れ
た
ば
か
り
の
ふ
き
の
と
う
愛
づ 

松
原
ひ
ろ
え

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
様
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
未
発
表
の
写
真
や
絵
画
、

イ
ラ
ス
ト
等
を
紹
介
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大雨で土砂災害発生の
危険性があります！！
速やかに避難してください



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　勝義さん（86 歳）　　　　　　　　　志布志町志布志
　勝義さんは、妻のシゲ子さんと二人暮らし。趣味のゲートボールは
全国大会で優勝経験を持つほどの腕前で、審判の資格も持っています。
また、シゲ子さんは俵踊りを 54 年間続けたほか、生涯学習講座で銭太

鼓の講師を勤める芸達者。ゲートボールとグラウンドゴルフが共通の趣味
で、ご夫婦で楽しんでいます。

　以前は 20年近く民生委員を務めていた勝義さんですが、米寿を迎えた現在も、
自治会長や老人クラブの役職を務めたりと、毎日忙しいながらも地域のために精
力的に活動しています。
　趣味に仕事に多忙な日々を過ごしている勝義さんの、一番の楽しみは「お風呂」。
ほぼ毎日、夕方になると車を運転してボルベリアダグリへと出掛け、２時間ほど
ゆっくりとお風呂に浸かっています。顔なじみや友達も多いそうで、広いお風呂
でゆったりと話を楽しむ「裸の付き合い」が、勝義さん元気の源の様です。
　「自治会長の仕事もそろそろ定年だなぁ」と話していますが、話を聞く限りでは、
まだまだ頑張れそうな気もします。近く予定されている総会と花見の段取りなど、
今日も忙しく活躍する勝義さんです。

　晃
こうき

企さん（７歳）　
　　　　　洋

ひろ き

生ちゃん（４歳）
　　　　　　　　佑

ゆ い

衣ちゃん（１歳）

（志布志町志布志）

父　倫年さん　　母　麻子さん

　毎日大暴れのお兄ちゃん達ですが、妹
にメロメロです♡
　３人仲良く元気に成長してね！
　　　　　　　　　　　　　（両親より）

　華
はるね

福さん（7歳）

　　　　幸
こはる

華ちゃん（４歳）　（有明町野井倉）
父　芳郷さん　母　さとりさん

　プリキュアと時代劇が大好き！手先が器用
な華福、甘え上手な幸華。２人とも元気で仲
良しです。
　これからも、元気に大きくなあれ！

( 両親より )

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

今
回
題
字
を
書
い
て
く
れ
た
の
は
、
泰

野
小
学
校
5
年
生
の
彩
奈
さ
ん
で
す
。
2

年
生
か
ら
習
字
を
始
め
て
、
現
在
毛
筆
準

5
段
、
硬
筆
4
段
の
腕
前
で
す
。

　

彩
奈
さ
ん
の
趣
味
は
「
釣
り
」。
小
さ

い
時
に
お
父
さ
ん
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
、
そ
こ
で
初
め
て
魚
が
釣
れ
た
事
か
ら

す
っ
か
り
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
近
所
の

川
で
釣
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
好

き
な
の
は
海
釣
り
と
の
こ
と
。
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
う
約
束
を
す
る
と
、
そ
の
日

が
雨
に
な
っ
て
も
出
か
け
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
3
本
目
と
な

る
「
マ
イ
釣
竿
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も

ら
い
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
釣
り
と
同
じ
く
ら
い
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
も
一
生
懸
命
で
、
尾
野
見
小
学
校

と
の
合
同
チ
ー
ム
で
活
躍
中
。
中
学
校
で

も
続
け
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

バレーも釣りも、どっちも大好き！
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　お便りをくださった方の中か
ら抽選でひまわり券 5 枚と蓬
の郷から「食事券３千円分とペ
ア入浴券セット」を１人、「ペ
ア入浴券」を４人の方にプレゼ
ントします。（発表は発送をもっ
てかえさせていただきます）

　日
ひ な

向ちゃん（６歳）

　　　　　祐
ゆづき

月ちゃん（０歳）　　（松山町新橋）

父　浩さん　　母　彩子さん

　弟の祐月くんがとっても大好き！面倒をよく見
てくれます。泣いていると、あやして泣きやませ
ることが得意なお姉ちゃんです。
　祐月くんといつまでも仲良くして、思いやりの
ある優しい子になってね！
	 	 	 	 （両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

　瑞
みずき

稀さん（有明町野井倉）　　　　　	　20 歳
勤務先：志布志市総合観光案内所
趣味：ギター
今のお仕事はどうですか？：
　たくさんの人と接することができ、毎日が勉強です！
理想の異性：
　背が高くて一生懸命な人
同僚から一言（内村さん）：
　瑞稀ちゃんは、20 歳とは思えないほどとても気の利く子です。
　これからも「おもてなし日本一」の案内所を目指して頑張ろうね♪



い
つ
も
読
ん
で
い
ま
す

　

毎
月
、
楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で
い
ま

す
。「
キ
ラ
リ
青
春
」
や
「
あ
た
や
元

気
や
っ
ど
」
も
、
地
元
の
事
で
楽
し
み

で
す
。

　

希
望
で
す
が
、
志
布
志
の
お
い
し
い

所
を
口
コ
ミ
で
リ
レ
ー
し
て
い
く
情
報

も
あ
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

お
店
の
お
す
す
め
や
メ
ニ
ュ
ー
の
値

段
、
お
店
の
時
間
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
教
え
て
ほ

し
い
で
す
。

（
い
も
ケ
ー
キ
54
歳
女
）

　
　
　

▼

　

い
つ
も
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ご
要
望
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

の
広
報
誌
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
恐
れ

入
り
ま
す
が
特
定
の
お
店
を
オ
ス
ス
メ

す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
広
報
で
は
有
料
広
告
や
読
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
企

業
や
商
店
を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
お
気
に
入
り
の
お
店
を
見

つ
け
る
手
助
け
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

当
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
の
事
業
所
の
皆

さ
ん
！
読
者
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応

え
る
た
め
、
お
店
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、

市
報
し
ぶ
し
を
ご
利
用
に
な
り
ま
せ
ん

か
？

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
‼

伝
統
芸
能
の
継
承

　

１
月
に
開
催
さ
れ
た
、
民
俗
芸
能
大

会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　

息
を
呑
む
よ
う
な
女
子
中
学
生
の
美

し
い
踊
り
に
始
ま
り
、
棒
踊
り
、
手
拍

子
、ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
劇
な
ど
が
、次
々

と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
に
交
じ
っ
て
手
拍
子
を
踊
る
小

学
生
…
、
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
時
間
を
割

い
て
の
指
導
・
練
習
の
日
々
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
、「
伝
統
芸

能
を
守
り
、
引
き
継
い
で
行
く
ん
だ
」

と
い
う
気
力
が
溢
れ
て
い
て
、
力
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
の
す
ば
ら
し
い
郷
土
芸

能
・
伝
統
芸
能
に
携
わ
る
人
々
の
ご
苦

労
を
思
い
な
が
ら
、
継
承
し
て
い
く

人
々
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
な

が
ら
帰
り
ま
し
た
。

（「
ま
ち
の
話
題
」が
多
く
て
楽
し
み
で
す
。）

（
ふ
っ
の
も
っ
61
歳
女
）

　
　
　

▼

　

私
も
取
材
で
見
に
行
き
ま
し
た
が
、

初
め
て
見
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
面
白

さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
に
進
む
た
め
に
、
古
い
も
の
を
捨

て
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
も

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
一
度
失

わ
れ
た
古
き
良
き
文
化
を
取
り
戻
す
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

若
い
後
継
者
の
存
在
が
頼
も
し
く
見

え
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
伝
統
の
重
み

を
感
じ
た
舞
台
で
し
た
。

鹿
児
島
に
暮
ら
し
て
早
７
年

　

子
ど
も
の
頃
は
外
国
だ
と
思
っ
て
い

た
、
九
州
の
果
て
鹿
児
島
。
移
り
住
ん

で
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
７
年
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

方
言
の
中
で
も
一
番
理
解
し
に
く
い

鹿
児
島
弁
。
聞
き
な
れ
た
こ
の
頃
で
は

「
勉
強
し
よ
う
か
な
？
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

標
準
語
が
す
べ
て
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も

や
っ
ぱ
り
…
横
浜
恋
し
い
で
す
！
が
、

志
布
志
大
好
き
で
す
‼

　

穏
や
か
な
風
土
、住
民
の
気
質
等
々
、

こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
染
ま
っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

（
港
横
浜
の
ヨ
ウ
コ
？
歳
女
）

　
　
　

▼

　

県
外
か
ら
移
り
住
ん
で
来
た
人
に

と
っ
て
、
鹿
児
島
弁
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

な
か
な
か
強
い
よ
う
で
す
ね
。
早
口
で

勢
い
が
あ
る
た
め
、
県
外
の
友
人
か
ら

「
怖
い
」
と
言
わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す

が
、
慣
れ
て
く
る
と
暖
か
み
を
感
じ
て

き
ま
せ
ん
か
？

　

ゆ
っ
く
り
と
染
ま
っ
て
、
ド
ッ
プ
リ

と
鹿
児
島
県
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

ね
！

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※	読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。（今月は15通のお便りをいただきました）31　市報しぶし■ 2011.3

畑 か ん 事 業 申 込 み 期 限 迫 る！
　畑かんの散水器具設置申込期限については、次表の
とおりで、期限内に申し込まれると、20.25％の個人負
担で散水器具を設置することができます。

県営事業が完了すると補助が無くなり、全額
自己負担での設置になります。

地　区 申込期限
曽於東部

（松山町、志布志町） 平成 23年３月末

曽於南部
（有明町）

野神、山重、原田、
蓬原の一部 平成 24年３月末
伊崎田、野井倉、
蓬原の一部 平成 25年３月末
原田の一部 平成 26年３月末

※散水器具の種類によっては、補助対象とならない場
合がありますのでご確認ください。

～水利用による増量・
品質向上を実証しています～

　は種や植え付け時にかん水すると発芽や活着が良く
なり、適期にかん水を行うことで収量や品質が向上す
ることが、右記実証結果で明らかになっています。
　さらに、雨待ち農業から天候に左右されない計画的
な作付けと収穫が可能となり、畑作経営の改善・合理
化を図ることが可能となります。

　上記以外でも、サツマイモで 118％、飼料作物で
110％程度の増量効果があり、その他の露地野菜等に
ついても収量・収益の増加が証明されています。
　本市では、露地野菜のだいこん、キャベツ、にんじ
ん、かぼちゃなどを重点品目として、また、露地野菜
をサツマイモ後作の輪作作物としても推進しています
ので、是非とも畑かんの水を利用し、農業経営の安定
化につなげてください。

◎畑かん事業に関する問い合わせ先
・本庁農政課畑かん推進室　℡ 474 － 1111（内線 431）
・志布志支所産業振興室　　℡ 472 － 1111（内線 412）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487 － 2111（内線 232）
・県畑かんセンター　　　　℡ 482 － 2547（内線 211）
・曽於東部土地改良区　　　℡ 487 － 2986
・曽於南部土地改良区　　　℡ 471 － 0171

0

2,000

4,000

6,000

8,000

無かん水

かん水

キャベツ生姜にんじんさといも

主要作物のかん水による増量効果
（平成 19~20 年度の実証結果の平均値）

137%

127% 155% 121%

（単位：
　㎏ /10a）

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

　
　
　
　
　

月
額
１
万
５
０
２
０
円
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
ま

す
が
、
平
成
23
年
度
の
保
険
料
は
前
年
度
よ

り
月
額
当
た
り
80
円
引
き
下
げ
ら
れ
、
月
額

１
万
５
０
２
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
毎

年
４
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
１
年
分
の
「
納

付
書
」
に
よ
っ
て
納
め
ま
す
。
な
お
、
保
険
料

は
２
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
含
む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
、
年
金
事
務
所
及
び
ほ
と
ん
ど
の
金

融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
に
さ
れ
る
と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な

り
、
振
込
の
手
間
も
省
け
る
と
と
も
に
、
割
引

さ
れ
た
金
額
で
納
付
で
き
る
な
ど
、
お
得
に

な
っ
て
い
ま
す
。

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
、
１
年
ま
た
は
６
カ
月
な
ど
、
定

め
ら
れ
た
月
数
分
に
つ
い
て
、
前
納
す
る
と
割

引
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
23
年
度
の
１
年
分
の
保
険
料

を
現
金
で
前
納
す
る
と
年
間
３
２
０
０
円
、
６

カ
月
分
を
現
金
で
納
付
す
る
と
７
３
０
円
、
６

カ
月
分
を
口
座
振
替
に
よ
っ
て
前
納
す
る
と

１
０
２
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。（
※
23
年

度
保
険
料
の
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
に
つ

い
て
は
、
２
月
末
で
申
込
期
限
が
終
わ
っ
て
い

ま
す
。）

　

一
方
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座
振
替
の
早

割
」
で
１
カ
月
早
め
て
納
付
す
る
と
、
年
間

６
０
０
円
（
月
額
50
円
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
一
部
納
付
（
一
部
免

除
）
の
保
険
料
月
額
は
、
４
分
の
３
納
付
で

１
万
１
２
７
０
円
、半
額
納
付
で
７
５
１
０
円
、

４
分
の
１
納
付
で
３
７
６
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
一
部
納
付
に
つ
い
て
も
前
納
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
引
落

し
方
法
を
変
更
す
る
場
合
を
除
い
て
再
度
の
申

込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
や
前
納
割
引
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く

お
聞
き
に
な
り
た
い
場
合
は
、
市
役
所
ま
た
は

鹿
屋
年
金
事
務
所
（
℡
０
９
９
４
―
４
２
―

５
１
２
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）
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高
齢
者
に
関
す
る

　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
の
内
容

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
件
数
は
平
成
16
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
60
歳
以
上

の
高
齢
者
の
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
調
べ
）

　

志
布
志
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

も
、
総
受
付
件
数
の
約
45
％
が
60
歳
以

上
の
相
談
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平

成
22
年
４
月
～
23
年
２
月
現
在
）

　

そ
の
大
半
が
訪
問
販
売
に
よ
る
商
品

の
購
入
、
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
販
売
の
場
合
は
一
部
を
除
き

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
よ
り
申
込

み
の
撤
回
や
契
約
解
除
が
で
き
ま
す

（
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
、

８
日
以
内
）。

　

申
込
書
、
契
約
書
等
は
必
ず
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
契
約
か
ら
８
日
を
過
ぎ
て
い

て
も
あ
き
ら
め
な
い
で
、
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

未
公
開
株
や
社
債
に
関
す
る
相
談
が

昨
年
度
（
平
成
21
年
度
）
を
大
き
く
上

回
る
ペ
ー
ス
で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

60
歳
以
上
が
全
体
の
８
割
を
占
め
、

高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。

　
「
絶
対
に
儲
か
る
」
と
勧
誘
し
た
り
、

公
的
機
関
を
語
る
と
い
っ
た
あ
や
し
い

儲
け
話
に
は
絶
対
に
耳
を
貸
さ
な
い
、

手
を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。

　

支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
の
は
か

な
り
困
難
で
す
。
あ
わ
て
て
支
払
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
巡
回
相
談
日
程

 　

日　

程　

３
月
22
日(

火)

　

時　

間　

10
時
～
15
時�

　

場　

所　

市
民
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.15

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 289）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

交通事故防止は貴方が主役です
高齢者の交通事故防止
　　　　　　　おやっとさあ運動

　　　横断中も車を確認！右左
　　　夜間歩行　着けて安全！反射板
　　　着けようシートベルト・ヘルメット
　　　遠くより　もっと危険な自宅付近
　　　細心の注意で防ごう！操作ミス
　　　安全の願いを込めて　免許返納

交通事故状況　平成 23年１月 31 日現在

区　分 発生件数 死　者 傷　者
県　下 756【-23】 9【+3】 933【-39】

志布志市 20【+8】 2【+2】 23【+4】

志布志地区 12【+2】 0【0】 15【-2】

有明地区 7【+6】 2【+2】 7【+6】

松山地区 1【0】 0【0】 1【0】

※【　】は昨年比　

お

さ
と
つ
や

あ

高齢運転者標識が新しくなりました！
　平成 23 年２月１日から、新しいデザインの高齢運転者標
識に変わりました。
　幸福を象徴する「四つ葉のクローバー」にシニアの「Ｓ」
をイメージしたデザインで、思いやりや譲り合い、真心あ
る交通社会が実現するようにという願いが込められていま
す。
70 歳以上の高齢運転者は、高齢運転者標識を表示するよう
努めてください。
※�平成 23 年２月１日以降も、当分の間は、従来の
高齢運転者標識を使用できます。（右図）新しい高齢運転者標識「四つ葉マーク」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市の人口　1月 31 日現在
人　口	 34,139 人	 	 （△ 18）
男　性	 16,131 人	 	 （２）
女　性	 18,008 人	 	 （△ 20）
転　入	 64 人	 　転　出	 　50 人
出　生	 22 人	 　死　亡	 　54 人
世帯数	 15,681 戸	 	 （7）

志布志港　平成 22 年 12 月分

　①入港隻数　49 隻（日本 0、外国 49）
　②輸出	 18 億 15 百万円
　③輸入	 91 億 47 百万円

資料　鹿児島税関支署
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当事者年齢別相談件数（９月末累計）
区　分 21 年度 22 年度

20 歳以下 554 件 502 件
30 歳代 558 件 491 件
40 歳代 550 件 445 件
50 歳代 496 件 501 件
60 歳以上 954 件 1,027 件

（県消費生活センター受付分）
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ストップ滞納
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
採
用
試
験
の

受
験
者
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

① 

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　

② 

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大

学
を
卒
業
さ
れ
た
方
及
び
平
成
24
年
３
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

◆
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

◆
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
14
日
（
木
）

　

①
郵
送
の
場
合　

　
　

 

４
月
14
日
（
木
）
の
通
信
日
付
印
有
効

　
　
（
で
き
る
限
り
簡
易
書
留
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

　

②
申
込
先
へ
持
参
す
る
場
合

　
　

受
付
時
間　

９
時
～
17
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

◆
第
一
次
試
験　

６
月
12
日
（
日
）

◆
申
込
用
紙

　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税
局
又
は
最
寄
り
の

税
務
署
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
の
各
国
税
局
及
び
国
税
事
務
所

　

希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
に
よ
り
申
込
先
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
人
事
院
九
州
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

℡
０
９
２
―
４
３
１
―
７
７
３
３

●
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
０
９
６
―
３
５
４
―
６
１
７
１

●
大
隅
税
務
署　

℡
０
９
９
―
４
８
２
―
０
０
０
７

　
　
　
　
　
　
（
※
自
動
音
声
案
内
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
度
末
多
忙
の
時
期
で
す
が
、
申
告

手
続
き
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
含
む
）
及
び

二
輪
の
小
型
自
動
車
（
以
下
「
軽
自
動

車
等
」
と
い
う
。）
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
が
住
所
変
更
を
し
た
り
、
廃
車
又

は
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
つ
ど
申
告

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
住
所
変
更
や
軽
自
動
車
等
の
廃

車
・
譲
渡
が
多
い
時
期
で
す
の
で
、
手

続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
が
死

亡
し
て
い
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
等
を

ま
だ
相
続
者
等
が
使
用
す
る
場
合
は
、

名
義
変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、

使
用
し
な
い
場
合
は
、
廃
車
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

軽自動車等の車種別の問い合わせ先
　車　　　　種 �　手続き・問い合わせ先
原動機付自転車（125cc 以下）
小型特殊自動車（農耕用含）
ミニカー

市役所税務課 ℡ 474-1111（内線 142）
松山支所地域振興課 ℡ 487-2111（内線 223）
志布志支所税務課 ℡ 472-1111（内線 233）

軽自動車
（社）全国軽自動車協会連合会　鹿児島県事務取扱所
 ℡ 099-261-4011
軽自動車検査協会鹿児島事務所 ℡ 099-262-0606

126㏄～ 250cc 以下の二輪車 （社）全国軽自動車協会連合会		鹿児島県事務取扱所
 ℡ 099-261-4011

250cc を超える二輪車 九州運輸局鹿児島運輸支局	 ℡ 050-5540-2089

廃車と
名義変更は 3月中
にお願いします！

固定資産税の縦覧及び閲覧制度について
縦覧制度
　縦覧制度は納税義務者等が土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿により、市内の他の土地・家屋の評価
額をご覧いただき、自己の所有する土地・家屋の評価額が適正であるかどうかを確認していただく制度です。	
　自己所有する資産が土地のみの場合は土地の、家屋のみの場合は家屋の、両資産を所有する方は土地・家屋の両
方の縦覧帳簿を縦覧することができます。

縦覧帳簿による縦覧

　縦覧期間 4 月 1日（金）～５月 31日（火）まで（土・日曜・祝日等の閉庁日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分

　縦覧場所 本庁税務課、志布志支所税務課、松山支所地域振興課
※内容についての詳細なお問い合わせは、本庁税務課固定資産税係までお願いします。

　手　数　料 　無　料

　縦覧できる方
･土地家屋を所有する納税義務者（免税点以下の方を除く）
・納税義務者と同居の親族
・納税管理人及び相続人代表者

　縦覧できる内容
土地 土地所在地番、課税地目、課税地積、評価額

家屋 家屋番号、所在地、用途、構造、床面積、評価額

　お持ちいただく物 運転免許証等の本人確認書類

閲覧制度
　納税義務者等が自己の資産について固定資産課税台帳に登録された内容を確認できる制度です。

固定資産課税台帳の閲覧

閲覧期間 通年（土・日曜・祝日等の閉庁日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分

閲覧場所 本庁税務課、志布志支所税務課、松山支所地域振興課
※内容についての詳細なお問い合わせは、本庁税務課固定資産税係までお願いします。

手　数　料 １件 200 円（平成 23年４月１日（金）～５月 31日（火）までは無料）

閲覧できる方
納税義務者
納税義務者と同居の親族　
納税管理人及び相続人代表者　

閲
覧
で
き

る
内
容

所有する資産の課
税台帳を閲覧でき
ます。

必
要
な
も
の

運転免許証等の
本人確認書類

備　　　考
（１）平成 20年 6月２日より閲覧する際に運転免許証等の本人確認書類が必要となっております。
（２）代理人の場合は、委任状と代理人本人の運転免許証等の本人確認書類が必要です。
（３）法人の場合は、代表者印を押印した申請書または委任状が必要です。

■問い合わせ先　本庁税務課　固定資産税係　　　℡ 474-1111 内線（内線 154・155・156）
　　　　　　　　松山支所　　地域振興課税務係　℡ 487-2111 内線（内線 222・223）
　　　　　　　　志布志支所　税務課税務係　　　℡ 472-1111 内線（内線 231・232・233）

　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っ
ています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正
な滞納処分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。
◆年度別の差押件数について

年　度 差押を実施
した人数

内　訳
給　与 預貯金 不動産 動　産 債　権

H20 82 人 15 人 17 人 47 人 １人 ２人
H21 256 人 47 人 64 人 80 人 １人 67 人
H22

（H22.4 ～
H23.2末現在）

145 人 41 人 32 人 57 人 １人 14 人

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い方につきまして
は、本庁・各支所の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。
　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、や
むなくあなたの財産（給料、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状
を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押えなければなら
ない」と定められています。）

第２回「県・市町合同公売会」について
　２月２日鹿児島県庁講堂で開催され、さまざまな差押物件の出
品があり、多くの方が来場されていました。当市からも数点出品
し、滞納市税に充てました。

軽
自
動
車
税
の
申
告
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！



C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n
～
暮
ら
し
～

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
民
健

康
保
険
の
方
へ

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
70
歳
以
上

75
歳
未
満
の
方
の
う
ち
現
役
並
み
所
得

者
（
お
お
よ
そ
住
民
税
課
税
所
得
で

１
４
５
万
円
以
上
）
以
外
の
方
は
、
医

療
費
の
自
己
負
担
が
２
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
制
度
が

凍
結
さ
れ
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
１
割

に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
国
保
の
保

険
証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
４
月
か
ら
使
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

保
険
証
に
つ
い
て
は
返
却
さ
れ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４
月
に
な
り
ま

し
た
ら
ご
自
分
で
破
棄
さ
れ
ま
す
よ
う

併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

※
現
在
、
現
役
並
み
所
得
者
の
方
で
、

自
己
負
担
が
３
割
の
方
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
を

そ
の
ま
ま
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
～
１
２
５
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
保
健
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

●
松
山
支
所
市
民
課
保
健
係

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま

し
ょ
う

　

交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
お
互
い
に

掛
金
を
出
し
合
い
、
不
幸
に
し
て
住
民

が
交
通
事
故
に
よ
り
死
傷
し
た
と
き
、

交
通
事
故
の
被
災
者
及
び
そ
の
遺
族
に

対
し
、
見
舞
金
を
お
く
る
住
民
の
た
め

の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
方

　

４
月
１
日
現
在
で
志
布
志
市
内
に
住

民
登
録
、
又
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。（
出

稼
ぎ
、
就
学
等
で
一
時
的
に
転
出
さ
れ

る
方
で
も
加
入
可
）

■
共
済
掛
金

　

１
人
あ
た
り
５
０
０
円

　
　
（
中
途
加
入
者
に
つ
い
て
も
同
額
）

■
共
済
期
間　

 

平
成
23
年
４
月
１
日
～

　

平
成
24
年
３
月
31
日

（
４
月
１
日
以
降
に
申
込
さ
れ
た
方
は
、

市
で
申
込
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
日
か

ら
平
成
24
年
３
月
31
日
）

■
加
入
方
法

● 

自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　

 

行
政
事
務
連
絡
員
の
方
や
自
治
会
の

係
の
方
な
ど
に
加
入
者
分
の
掛
金
を

添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

　

 

志
布
志
市
役
所
総
務
課
及
び
各
支
所
地

域
振
興
課
の
窓
口
に
直
接
お
越
し
い
た

だ
き
、
加
入
者
数
分
の
掛
金
を
添
え
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
加
入
申
込
期
間　３

月
１
日
～
３
月
31
日

（
４
月
1
日
以
降
も
加
入
で
き
ま
す
が
、

４
月
１
日
以
降
に
申
込
さ
れ
た
方
は
、

市
で
申
込
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
日
か

ら
平
成
24
年
３
月
31
日
が
共
済
期
間
と

な
り
ま
す
）

■
見
舞
金
請
求
期
限

　

事
故
発
生
日
か
ら
２
年
以
内

　
（
２
年
以
上
経
っ
て
か
ら
請
求
さ
れ
る

と
災
害
見
舞
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。）

■
災
害
見
舞
金
お
支
払
い
の
例

●
例
１

　

小
学
生
が
道
路
を
自
転
車
で
走
行

中
、
転
ん
で
骨
折
し
，
完
治
す
る
ま
で

２
ヶ
月
か
か
っ
た（
実
治
療
日
数
25
日
）

　

…
８
等
級　

３
万
５
千
円
の
見
舞
金

●
例
２

　

自
動
車
事
故
で
３
ヶ
月
の
入
院
。
退

院
２
ヵ
月
後
再
手
術
の
た
め
１
ヶ
月
入

院
。そ
の
後
１
ヶ
月
間
リ
ハ
ビ
リ
通
院
。

（
実
治
療
日
数
１
４
０
日
）

　

…
４
等
級　

11
万
５
千
円
の
見
舞
金

■
問
い
合
わ
せ
先　

●
本
庁
総
務
課
消
防
防
災
係

　

℡
４
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日
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月
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水
）
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業
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埋
蔵
文
化
財
の
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数
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間
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賃
金
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つ
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て
は
、
募
集
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明
会
で
説
明
し
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明
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時　

4
月
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日
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布
志
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化
会
館
2
階
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
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県
立
埋
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化
財
セ
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タ
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査
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第
一
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０
９
９
５
―
４
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―
５
８
１
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（
５
８
１
５
）
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平成 23年３月まで
自己負担　１割

平成 24 年３月まで
自己負担　１割

延長

「生かそう一票　わたしが主役」
鹿児島県議会議員選挙は、４月 10日（日）が投票日です。
　今年は、４年に一度の “統一地方選挙 ”の年です。本市では来る４月 10日（日）に「鹿児島県議会議員選
挙（志布志市・曽於郡区）」が行われます。
　今回の選挙は、私たちにとって身近な選挙であり、これからの４年間、県の政治を任せる代表を決める選
挙です。
　有権者の皆さんは、自分の意志を政治に生かす機会を無駄にせず、棄権することなく一票を投じましょう。

本市で投票できるのは次の人たちです。
　日本国籍を有する人で、次の二つの要件を満たす人
　（１）平成３年４月 11日以前に生まれた人
　（２）平成 22年 12 月 31 日以前から市内に住所があり、投票日当日までに引き続き市内に住所がある人
　●投票日の前日までに県外へ転出した人は投票できません。
　●３月 26日以降に市内で住所が変わった人は、前住所地の投票所で投票してください。
　●�県内の他市町村に転出した人で、転出先の選挙人名簿に登録されていない人は、１回目の転出に限り市町村で無
料発行する「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」があれば本市で投票ができます。

　●�平成 23 年１月１日以降に県内の他市町村から本市に転入し、引き続き本市に住所を有する人は、市町村で無料
発行される「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」を持参すれば、前住所地の市町村で投票できます。

投票所入場券
　３月 29日（火）までに郵送で各世帯に発送する予定です。１枚のはがき（圧着式はがきなので、はがしてください。）
に、世帯別で最大４人分の入場券が印刷してあります。必ず切り離して、各自で投票所へお持ちください。
　※�入場券がない場合でも、選挙人名簿に登録されている人は投票することができますので、投票受付時にその旨を
お申し出ください。

期日前投票及び不在者投票
　投票日当日に仕事や所用で投票所に行けない人は、期日前投票や不在者投票ができます。
＜期日前投票＞
期日前投票所は、次のとおり志布志市内３ヶ所に設置されています。
・期間　４月２日（土）から４月９日（土）まで
・時間　午前８時 30分から午後８時まで
・場所　　志布志市役所松山支所隣老人福祉センター
　　　　　志布志市役所志布志支所１階会議室
　　　　　志布志市役所本庁隣農村環境改善センター

　※期日前投票は、市内全域３ヶ所の期日前投票所で投票を行うことができます。
＜不在者投票＞
郵便等による不在者投票、指定病院等の不在者投票は、選挙管理委員会までお問い合わせください。

当日投票　
　午前７時から午後７時まで投票できます。ただし、志布志地区の四浦地域ふれあいセンターは、午後６時までとな
ります。

■問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会　℡４７４－１１１１（内線３５２、３５６）

明るい選挙イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
●	松山団地　255 号　２DK　特賃住宅　２階建　
　家賃 20,000 円（所得制限あり）
●	京ノ峯団地　591 号　4DK　特賃住宅　一戸建　
　家賃 35,000 円（所得制限あり）
■問い合わせ・申込先　
　●市役所建設課管理係　℡ 474-1111（内線 467）
　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）
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交通事故無料定期相談会

■日時　3月 23 日（水）、４月 13 日（水）
	 　10:00 ～ 16:00
■場所　サンポートしぶしアピア 1階　特設コーナー
　被害者の被った被害額について、提示された保険金や過
失割合は妥当なのか？など、不安や疑問をお持ちの方に専
門のスタッフがお答えします。
　保険会社とご示談される前に、ぜひ、ご相談ください。
　　　【ご相談は全て無料、秘密は厳守いたします！】
	問い合わせ先　NPO法人交通事故被害者救済推進協会
　℡ 0994-65-6405

カピックセンターからのお知らせ

①カピック宿泊モニター募集

　カピックセンターの今後のサービス向上のアドバイスを
してくださる宿泊モニターを募集します。
■日　時　
　第１回　４月９日（土）15 時集合～ 10 日（日）９時解散
　第２回　４月 16日（土）15 時集合～ 17 日（日）９時解散
■内　容　宿泊体験、カピックプログラム体験、アンケート
■参加費　2,000 円
　　　　（モニター特別価格１泊２食付。幼児無料）
■定　員　各回 20 名　要予約（定員になり次第締め切り）
※通常１泊２食 3,450 円の内容を体験できます。
※託児については応相談

②トロピカルフルーツを食べよう

　食べてびっくりのミラクルフルーツや果物の王様ドリア
ン、ヤシの実、不思議な形のフルーツなど、珍しいトロピ
カルフルーツを、みんなで食べてみましょう。
■日　時　４月 23 日（土）14:00 ～ 15:30
　　　　　４月 24 日（日）14:00 ～ 15:30
■場　所　KAPIC センター　
■参加費　小学生以上 500 円、幼児無料
■定　員　40 名、要予約（定員になり次第締め切り）
	申込・問い合わせ先
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡　0994-45-3288、FAX　0994-45-3258
　e-mail：kapic111@po3.synapse.ne.jp
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古い電話帳の回収・紙資源のリサイクルにご協力を！

　ＮＴＴ西日本では、環境保護の立場から、古い電話帳の
回収を推進しています。新しい電話帳をお届けした際 ( ４
月中配達 )、古い電話帳を配達員にお渡しください。もし
渡せなかった場合でも、後日回収いたしますのでご連絡く
ださい。紙資源のリサイクルにご協力をお願いいたします。
	問い合わせ先　タウンページセンタ
　℡ 0120-506-309

平成 23年度　お釈迦まつり

ハンヤ踊りコンテスト　参加団体募集！

■募集対象　団体（市内外を問いません）
※コンテストのエントリーは10名以上の団体に限ります。
■募集締切　３月 25 日（金）
■参加費用　参加者１人　１００円
■賞　　金　１位　８万円、２位　３万円、３位　２万円
※エントリーしない団体は５名から参加できます。　
※詳しくは事務局までお問い合わせください
	申込・問い合わせ先
　お釈迦祭り実行委員会事務局（志布志市観光特産品協会）
　℡ 479-3232

鹿児島県の最低賃金が改正されました。

　鹿児島県最低賃金が次のとおり改正されました。

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額 効力発生日時 間 額 （ 円 ）

６４２ 平成 22年 10 月 28 日

　また、鹿児島県の特定（産業別）最低賃金も次のとおり
改正されました。
特定（産業別）最低賃金

産業名
最 低 賃 金 額

効力発生日時 間 額 （ 円 ）
自動車（新車）小売業 ７１０ 平成 22 年 12 月 24 日
百貨店、総合スーパー ６７２ 平成 23 年１月８日
電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

６９２ 平成 23 年１月５日

★	鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されま
す。ただし、特定（産業別）最低賃金の産業に該当する
場合は、当該最低賃金も適用されます。		

★	最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労
働者に適用され、使用者は労働者に対して最低賃金額以
上の賃金を支払わなければなりません。

★最低賃金には、次の賃金は算入されません。	
（１）臨時に支払われる賃金（結婚手当など）　	
（２）１月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）
（３）時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金	
（４）精皆勤手当、通勤手当、家族手当	
問い合わせ先　鹿屋労働基準監督署　℡ 0994-43-3385
	　鹿児島労働局・労働基準監督署　ホームページ
　URL　http://www.kagoshima.plb.go.jp/	
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■�基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されてい
た水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

広い海を舞台に !!　～海上保安官募集～

　海上保安庁では、海上保安学校学生を募集しています。
海上保安学校（特別）
■試験日程
　●受付期間　　4月 1日（金）～ 4月 8日（金）
　●第一次試験　5月 15 日（日）
■受験資格
　高等学校またはこれと同等と人事院が認める学校を卒業
し、又は卒業する見込みであり、入学する年の 4月 1 日
現在で 24 歳未満で必要な受験資格を満たしている者
※海上保安学校学生 ( 特別 ) は、10 月期入学生です
　なお、受験資格、受験手続等の詳細は、海上保安庁ホー
ムページをご覧頂くか、第十管区海上保安本部までお問い
合わせください。
問い合わせ先　第十管区海上保安本部
　〒 890-9510　鹿児島市東郡元町 4番 1号
　鹿児島第 2地方合同庁舎 5階
　第十管区海上保安本部総務部人事課
　℡ 099 － 250-9800　FAX099 － 250-9850

㈱大丸友の会の「お買物券」「積立金」の還付手
続き開始のおしらせ

■債権の申出受付期間
　平成 23 年２月 21 日（月）～平成 23 年５月２日（月）
■債権の申出方法
１現地受付
●日時及び場所
　平成 23 年３月 15 日（火）～平成 23 年３月 23 日（水）
　午前９時～午後６時
　都城圏域地場産業振興センタ―中展示場
　（都城市都北町 5225-1）
２郵送による申出
　申出受付期間内（消印有効）に九州経済産業局産業部消
費経済課へ郵送
３九州経済産業局へ持参
※	なお、関係書類は、志布志市港湾商工課でも配布してい
ます。
	問い合わせ先及び郵送先　
九州経済産業局産業部消費経済課　℡ 092-482-5561

2011 年 7 月 24 日でアナログ放送は終了します！（不明な点はデジサポまで）
■問い合わせ先　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター　℡ 0570-07-0101・℡ 03-4334-1111
　　　　　　　　（平日 9時～ 21 時、土日、日曜、祝日 9時～ 18 時）

３月

 ４月

 13日 山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
  藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
 20日　石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
21日　井  手  小  児  科（小  児  科） ℡473-3211
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
27日　藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212

３日  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
  陽春堂内科診療所（内　 科） ℡472-5511
10日  大山病院（内科） ℡472-1400
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
17日　石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565

３月・４月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

３月

４月

■松山地区　
３月	 半下石建設	 	 ℡ 487-8706
4 月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
■志布志地区
３月８日～ 3月 14日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
３月 15 日～ 3月 21日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
３月 22 日～３月 28日	 山本組	 ℡ 472-1101
３月 29 日～４月 ４日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
４月 ５日～ 4月 11日	 高吉組	 ℡ 472-0721
４月 12 日～４月 18日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
■有明地区
３月 6 日～ 3月 12日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
３月 13 日～ 3月 19日	 西江建設	 ℡ 474-2113
３月 20 日～ 3月 26日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
３月 27 日～４月 2 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
４月 ３日～４月 9 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
４月 10 日～４月 16日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
４月 17 日～４月 23日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
■水道局からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなること
があり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日常
生活において、晴天なのに路面が濡れているなどありまし
たら情報提供のご協力をお願いします。
■問い合わせ先　水道局工務係　℡474-1111（内線483）

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
心配ごと相談(10:00～15:00 健康ふれあいプラザ)

麻しん風しん混合4期予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談(10:00～15:00 老人福祉センター松山)
法律相談（13:00～15:00 志布志支所５F会議室）要予約※1

１歳６ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談(10:00～15:00 健康ふれあいプラザ)

母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

心配ごと相談(10:00～15:00 老人福祉センター松山)
心配ごと相談(10:00～15:00 市民センター有明)

麻しん風しん混合4期予防接種（13:30～14:00受付 志布志健康ふれあいプラザ）

麻しん風しん混合4期予防接種（13:30～14:00受付 志布志健康ふれあいプラザ）
麻しん風しん混合4期予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

心配ごと相談(10:00～15:00 健康ふれあいプラザ)
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

春分の日

育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
心配ごと相談(10:00～15:00 市民センター有明)

心配ごと相談(10:00～15:00 健康ふれあいプラザ)

育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

志布志湾ぶえん祭(11:00～ 東串良物産館ルピノンの里)

ふれあい移動市長室東区
　　　　　（19:00～21:00 志布志地区公民館分室）

日曜当番医は39ページに掲載しています

両親学級（9:30～9:40受付 志布志健康ふれあいプラザ）

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談(10:00～15:00 健康ふれあいプラザ)

母子健康手帳交付（9：30～12：00松山支所市民課窓口）

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
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行政相談（13:00～16:00 志布志支所５F会議室）

法律相談（13:00～15:00 本庁３F会議室）要予約※1

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。 本庁総務課行政係　 ℡474-1111（内線225）
　　　　　　　　　　　　　　または 志布志支所地域振興課 ℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 年金移動相談は事前予約制になります。志布志支所市民課 ℡472-1111（内線223）までご連絡くたさい。

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡	099-474-1111　Fax	099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
●４月号は４月 12 日に発行予定です。

　
　
　

編
集
後
記

「
言
葉
は
生
き
物
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
流
行
り
廃
り
は
も
ち
ろ
ん
、

単
語
そ
の
も
の
が
変
化
す
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
変
化
の
大
き
な
要
因

に
「
言
い
や
す
さ
」
が
あ
り
ま
す
。「
サ
ザ

ン
カ
（
山
茶
花
）」
と
い
う
花
の
名
前
は
、

本
来
「
サ
ン
ザ
3

3

カ
」
と
読
む
も
の
で
す
し
、

「
ア
キ
ハ
バ
ラ
（
秋
葉
原
）」
と
い
う
地
名

は
「
ア
キ
バ
ハ
3

3

ラ
」
が
正
し
い
読
み
方
で

す
。
▼
「
音
位
転
換
」
と
い
わ
れ
る
、
発

音
し
に
く
い
音
の
並
び
が
発
音
し
や
す
い

形
に
入
れ
替
わ
る
現
象
で
、
変
化
し
た
言

葉
が
時
を
経
て
定
着
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

世
界
中
の
多
く
の
言
語
で
見
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
▼
ア
ニ
メ
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
で
、

少
女
メ
イ
が
「
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
」
の
こ

と
を
「
オ
ジ
ャ
マ
タ

3

3

3

3

ク
シ
」
と
呼
ん
で
い

る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
カ
エ
ル
に
な

る
前
に
そ
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
る
日
も
、

案
外
に
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
蔵
園
）

　
３
月
・
４
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

３
月
20
日
、
４
月
１
日
、 

13
日

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

3
月
27
日
（
９
時
～
12
時
）

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵（
国
道
２
６
９
号
線
沿
）

　

火
曜
日（
そ
ば
）・
日
曜
日（
野
菜
等
販
売
）

志
布
志
駅
前
市
場
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
７
時
～
14
時
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

代
理

店

・四
季

彩
館

ほ
り

ぐ
ち

志
布

志
店・ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・ホ

ー
ム

マ
ン

北
山・ス

ー
パ

ー
ぬ

き
ざ

こ
Nukk店・さ

ん
ふ

ら
わ

あ
待

合
室

・Ａ
コ

ー
プ

あ
お

ぞ
ら

店・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

JA有
明

西
部

店・あ
お

ぞ
ら

一
丁

目

・
サ

ン
ポ

ー
ト

し
ぶ

し
ア

ピ
ア

・
タ

イ
ヨ

ー
志

布
志

店
・

サ
ン

キ
ュ

ー
西

志
布

志
店

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
志

布
志

北
店

・
フ

ァ
ミ

リ
マ

ー
ト

志
布

志
見

帰
店

・
安

楽
温

泉
・

広
島

風
お

好
み

焼
き

虎
豚

屋


